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３
月
10
日
開
催
の
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

推
進
協
議
会
臨
時
総
会
で
承
認
を
受
け
、

４
月
１
日
付
で
協
議
会
は
、「
一
般
社
団
法

人
近
江
ツ
ー
リ
ー
ズ
ム
ボ
ー
ド
」と
し
て

圏
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
。ま
た
、観
光
庁
か
ら
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
と
し
て
登
録
さ
れ

（
現
時
点
で
24
法
人
）、今
後
は
、内
閣
府
・

経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
総
務
省
・

文
部
科
学
省
・
農
林
水
産
省
・
環
境
省
な

ど
の
、多
く
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
。勿
論
、原
則
論
と
し

て
自
立
性
が
必
要
な
こ
と
は
当
然
だ
が
、

一
般
社
団
法
人
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
国
の
手

厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
、今

後
の
展
開
の
大
き
な
力
に
な
る
。

　
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、地
方
創
生
プ

ラ
ン
と
し
て「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」を
作
成
し
、そ
の
中
で
地
域

の
観
光
資
源
を
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」の
確
立
を
取
り
上
げ
た

市
町
は
数
多
い
。近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー

ド
が
エ
リ
ア
と
す
る
市
町
の
殆
ど
は
、経

済
戦
略
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
交
流
人
口
・
定

住
人
口
）の
ひ
と
つ
と
し
て
計
画
立
案
し

て
い
る
。彦
根
商
工
会
議
所
が
核
と
な
り

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
と
な
っ
た
近
江

ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
は
、こ
れ
ら
の
施
策

を
担
う
団
体
の
代
表
と
し
て
重
い
責
任
を

有
す
る
と
と
も
に
、独
自
性
と
先
駆
性
を

兼
ね
備
え
た
効
果
的
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
運
営
を
行

う
覚
悟
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
国
か
ら
政
策
伝
達
で
最
近
よ
く
使
用
さ

れ
る
文
言
に「
先
駆
的
」「
官
民
協
働
」「
地

域
間
連
携
」「
政
策
間
連
携
」「
事
業
毎
の

K
PI

（
業
績
評
価
指
数
）の
設
定
」「
関
係
者

間
で
の
同
意
形
成
」「
地
方
創
生
に
役
立
つ

人
材
の
確
保
・
育
成
」な
ど
が
あ
る
。こ
れ

に「
ス
ピ
ー
ド
」を
足
す
と
、民
間
ビ
ジ
ネ

ス
の
世
界
で
、検
討
し
議
論
し
て
い
る
言

葉
と
似
通
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
地
方
創
生
は
、こ
れ
ら
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
中
心
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
、近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
に
お
い
て

も
、し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
「
地
域
間
連
携
」「
官
民
協
働
」に
お
い

て
、今
ま
で
も
多
く
の
議
論
が
成
さ
れ
て

き
た
よ
う
に
、乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
従
来
型
の「
枠
組
み
」や「
壁
」が
あ

る
こ
と
は
事
実
だ
。官
民
の
協
力
は
必
須

で
あ
る
。近
江
ツ
ー
リ
ー
ズ
ム
ボ
ー
ド
の

取
り
組
む
組
織
と
事
業
に
お
い
て
も
、従

来
型
の「
縦
割
り
」の
壁
が
あ
る
。

　
更
に
、「
公
と
私
の
バ
ラ
ン
ス
」と
い
う

問
題
も
存
在
す
る
。事
業
者
に
と
っ
て
、

営
み
と
し
て
の
事
業
が
最
優
先
で
あ
る
。

し
か
し
、そ
の
事
業
の
成
長
と
将
来
性
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、地
域
が
魅
力
的
で

あ
り
経
済
的
に
も
豊
か
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。商
工
会
議
所
が
、ま
ち
づ
く
り
や

文
化
事
業
や
に
取
り
組
む
理
由
も
こ
こ
に

あ
る
。会
員
の「
公
と
私
の
バ
ラ
ン
ス
」に

も
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

壁
が
あ
る
。

　
地
域
の
魅
力
を
際
立
た
せ
効
果
を
生
む

た
め
に
は
、「
新
し
い
枠
組
み
の
創
造
」に

挑
戦
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。そ
し
て
ま
た
、こ
の「
壁
」を
乗

り
越
え
る
こ
と
に
挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
人
口
問
題
、都
会
地
と
の
格
差
の
解
消

は
、き
れ
い
ご
と
で
は
解
決
で
き
な
い
。

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
と
し
て
登
録
を

受
け
、一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
近
江
ツ

ー
リ
ー
ズ
ム
ボ
ー
ド
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

誘
致
に
特
化
し
、観
光
産
業
に
よ
る
地
域

経
済
活
性
化
に
加
速
度
を
つ
け
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
「A

lw
ays in m

otion is the fu-
ture.

」
は
、「Star W

ars : The Force 
Aw
akens 

ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
／
フ
ォ

ー
ス
の
覚
醒
」の
中
で
の
ヨ
ー
ダ
の
台
詞

だ
。「
未
来
は
常
に
動
い
て
い
る
」。私
た

ち
の「
今
」の
行
動
が
、未
来
を
創
る
。

　
内
閣
府
は
、平
成
27
年
度
補
正
に
お
い

て
、一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た

緊
急
対
応
と
し
て
、「
希
望
を
生
み
出
す

強
い
経
済
」の
実
現
と
、「
子
育
て
支
援
」

や「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」も
含

め「
新
・
三
本
の
矢
」の
取
り
組
み
に
貢

献
す
る
た
め
、１
０
０
０
億
円
の
地
方
創

生
加
速
化
交
付
金
を
創
設
し
た
。地
方
版

総
合
戦
略
に
基
づ
く
各
自
治
体
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、先
駆
性
を
高
め
、レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
の
加
速
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
加
速
化
交
付
金
申
請
に
は
、日
本
全
国

の
都
道
府
県
市
町
村
が
応
募
し
、申
請
事

業
数
２
７
４
４
件
の
う
ち
、交
付
対
象
事

業
数
は
１
９
２
６
件
が
採
択
さ
れ
、今
般
、

彦
根
市
・
多
賀
町
の
地
域
連
携
に
よ
る
申

請
も
採
択
さ
れ
た
。そ
の
事
業
引
き
受
け

団
体
を
、日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
登
録

が
決
定
し
た「
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
」

が
担
う
こ
と
に
な
る
。今
後
域
内
ブ
ラ
ン

ド
価
値
の
向
上
を
目
的
に
事
業
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　　　
今
ま
で
、彦
根
市
と
多
賀
町
は
、周
辺
の

３
町
と
と
も
に
、「
び
わ
こ
湖
東
路
観
光
協

議
会
」を
構
成
し
、協
同
で
の
広
報
宣
伝

事
業
な
ど
に
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

が
、具
体
的
な
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
連
携

施
策
で
は
な
い
た
め
、広
域
連
携
の
メ
リ

ッ
ト
を
十
分
に
活
か
せ
て
い
な
か
っ
た
。

　
彦
根
市
で
は
、国
宝
彦
根
城
の
大
名
庭

園
で
開
催
す
る「
玄
宮
園
で
虫
の
音
を
聞

く
会
」や「
彦
根
城
錦
秋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
」な
ど
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
て
き
た
が
、明
確
な
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

が
な
い
た
め
、発
信
力
に
欠
け
、誘
客
後
の

市
内
周
遊
と
観
光
消
費
増
加
に
は
必
ず
し

も
繋
が
ら
な
い
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。 

ま
た
多
賀
町
に
お
い

て
は
、年
間
約
１
７
０
万
人
の
観
光
入
込

客
数
を
誇
る
多
賀
大
社
が
あ
る
が
１
月
に

約
半
数
が
集
中
し
て
お
り
、年
間
を
通
じ

た
誘
客
に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
現
実
が

あ
る
。

　
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
は
、観
光
誘

客
に
よ
る
域
内
の「
人
口
減
」「
地
域
経
済

の
沈
滞
」の
解
決
を
目
指
し
、海
外
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
と
のB to B

交
渉
等
の
海
外
ミ

ッ
シ
ョ
ン
、独
自
性
の
あ
る
観
光
ル
ー
ト

の
開
発
、マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
収
益
事
業

（
旅
行
斡
旋
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
レ
ン
タ
ル
、

空
き
町
屋
総
ホ
テ
ル
計
画
等
）な
ど
事
業

性
や
発
信
力
の
高
い
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
構
想
の
こ
と
を「
ビ
ジ
ョ
ン
」、実
施
計

画
を「
プ
ラ
ン
」と
呼
ぶ
。変
化
の
激
し
い

時
代
に
対
応
で
き
る
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

と
、目
標
を
明
確
に
し
た
短
期
的
な
プ
ラ

ン
を
、近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
は
作
成

し
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　

　　
平
成
27
年
度
の
彦
根
市
宿
泊
者
数
状
況

は
、彦
根
観
光
協
会
宿
泊
部
会
調
べ（
平
成

27
年
４
月
〜
平
成
28
年
２
月
）に
よ
る
と
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
は
昨
年
比
４
１
８
・

５
％
の
３
９
０
４
１
人
で
大
幅
に
増
加
し

た
。日
本
人
は
昨
年
比
１
０
１
・
４
％
の

４
７
９
３
５
２
人
で
微
増
と
な
っ
た
。観

光
業
や
観
光
施
設
の
状
況
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
３
月
の
入
込
数
も
昨
年
を
上
回
る
状
況

で
あ
っ
た
。彦
根
城
入
山
者
数
は
３
月
27

日
、平
成
23
年
以
来
４
年
ぶ
り
に
80
万
人

を
超
え
た
。

　
平
成
27
年
度
の
国
内
外
宿
泊
者
数
は
増

加
と
な
っ
た
が
、今
後
の
湖
東
エ
リ
ア
の

観
光
消
費
の
活
性
化
を
考
え
る
と
重
要
と

な
る
の
が
、宿
泊
施
設
の
キ
ャ
パ
と
宿
泊

者
の
う
ち
周
遊
観
光
客
の
割
合
だ
。観
光

消
費
の
観
点
で
見
る
と
平
成
27
年
度
の
結

果
は
素
直
に
歓
迎
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
者
数
は
昨
年
比
４

１
８
・
５
％
と
い
う
異
常
と
も
い
え
る
伸

び
を
記
録
し
て
い
る
が
、彦
根
の
宿
泊
業

者
の
状
況
報
告
に
よ
る
と「
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
夜
中
に
バ
ス
で
来
彦
し
、ホ
テ
ル
に

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
、早
朝
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ

ト
す
る
中
国
や
台
湾
の
団
体
客
が
多
く
を

占
め
て
い
る
」と
い
う
。

　
こ
う
い
っ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
団
体
客

は
、京
都
や
大
阪
な
ど
で
観
光
し
、京
都
や

大
阪
の
宿
泊
施
設
の
キ
ャ
パ
オ
ー
バ
ー
、

も
し
く
は
、宿
泊
価
格
の
高
騰
に
よ
り
宿

泊
の
み
を
求
め
て
来
訪
し
て
い
る
。実
際
、

今
年
度
平
成
27
年
４
月
〜
平
成
28
年
２
月

の
彦
根
城
入
山
者
数
の
外
国
人
観
光
客

は
、２
０
６
０
３
人
で
あ
り
、昨
対
比
１
１

３
％
で
あ
り
、市
内
及
び
周
辺
地
域
に
ま

で
足
を
延
ば
す
外
国
人
観
光
客
は
、さ
ほ

ど
増
え
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
宿
泊
者
数
増
加
分
が
域
内
観
光
消
費
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
、更
に
、本
来
彦
根
で

周
遊
し
、観
光
消
費
に
貢
献
す
る
は
ず
の

国
内
外
観
光
客
の
宿
泊
が
、周
遊
し
な
い

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
に
占
有
さ
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
に
違
い
な
い
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
者
数
の
昨
年
比
４

１
８
・
５
％
は
、警
鐘
で
も
あ
る
。

　　　
平
成
28
年
３
月
10
日
、ホ
テ
ル
サ
ン
ル

ー
ト
彦
根
で
行
わ
れ
た
、「
海
外
旅
行
会
社

現
地
ニ
ー
ズ
か
ら
考
え
る
近
江
の
可
能

性
」と
題
し
た
特
別
講
演
会
で
、講
師
の
吉

田
博
詞
氏（
株
式
会
社
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
研

究
所
）は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
主
流
は
地
方

へ
と
移
り
、既
に
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
突
入

し
て
い
る
。デ
ー
タ
を
正
し
く
分
析
し
、

多
角
的
な
視
野
で
対
策
を
講
じ
る
こ
と

で
、小
さ
な
店
舗
で
も
勝
ち
組
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
」と
話
し
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
は
、大
き
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
む
の
で
あ
る
。自
ら

が
稼
ご
う
と
し
な
け
れ
ば
地
域
は
廃
れ
て

い
く
。人
口
減
が
進
む
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
け

で
は
地
域
は
廃
れ
て
い
く
可
能
性
が
高

い
。だ
か
ら
こ
そ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る

外
需
を
取
り
込
み
稼
ぐ
と
い
う
視
点
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。

　
で
は
ど
の
よ
う
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

を
し
て
い
く
の
か
。吉
田
氏
の
話
の
要
点

を
ま
と
め
て
お
く
。

● 

世
界
の
各
国
に
対
し
て
ま
だ
ま
だ
日
本

の
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
、イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
り
、そ
れ
が
面

白
い
の
だ
と
い
う
ブ
ー
ム
を
創
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、地
方
都
市
で
あ
っ
た

と
し
て
も
集
客
力
が
上
が
る
。

● 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
圏
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

２
０
３
０
年
に
２
・
３
倍
に
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
取
り

込
ま
な
い
と
い
う
理
由
は
な
い
。

● 

最
近
で
は「
伝
統
文
化
体
験
」と
い
う

需
要
も
増
え
て
い
る
。日
本
へ
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
、FIT

（
海
外
個
人
旅
行
）化

が
進
ん
で
い
る
。オ
プ
シ
ョ
ン
型
の
ワ
ン
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協
議
会
か
ら

一
般
社
団
法
人
へ

地
方
創
生
の
方
向
性

従
来
型
を
乗
り
越
え
る

デ
イ
或
い
は
ツ
ー
デ
イ
の
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
開
発
が
近
江
の
可
能
性
で
あ
る
。

● 

ゼ
ロ
か
ら
創
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、

周
辺
の
成
功
事
例
か
ら
学
び
連
携
し
て
い

く
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。

　　
と
こ
ろ
で
、２
０
１
５
年
１
月
〜
12
月

の
関
西
国
際
空
港
の
国
際
線
旅
客
数
年
間

運
営
概
況（
速
報
値
）は
前
年
比
24
％
増

の
１
６
２
５
万
人
で
過
去
最
高
と
な
っ

た
。そ
の
う
ち
、外
国
人
旅
客
数
は
59
％

増
の
１
０
０
１
万
人
を
記
録
し
て
い
る
。

実
際
に
、関
空
か
ら
入
る
外
国
人
の
う
ち

滋
賀
県
の
観
光
に
訪
れ
る
の
は
、わ
ず
か

約
５
％
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。彦
根

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
者
数
が
、市
内
周

遊
観
光
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
実
態
を
考

え
る
と
、手
付
か
ず
の
大
き
な
可
能
性
が

あ
る
と
と
も
言
え
る
の
だ
が…

…

。

　
ま
た
、「
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」が

「
外
国
人
に
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
」２
０
１
５
年
度
版 TO

P30 

に

よ
る
と
、１
位
：
伏
見
稲
荷
大
社（
京
都

市
）、２
位
：
広
島
平
和
記
念
資
料
館（
広

島
市
）、３
位
：
厳
島
神
社（
広
島
県
廿
日

市
市
）、４
位
：
東
大
寺（
奈
良
市
）、５
位
：

禅
林
寺 

永
観
堂（
京
都
市
）と
な
っ
て
い

る
。今
後
、京
都
に
隣
接
し
、関
空
か
ら
一

時
間
圏
内
に
位
置
す
る
こ
と
が
近
江
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
だ
ろ
う
。

　
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
は
、域
内
観

光
消
費
額
を
増
加
さ
せ
、経
済
活
性
化
を

目
指
し
て
い
る
。タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
へ
の
直

接
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
、FIT

・

M
IC
E

の
誘
致
活
動
を
は
じ
め
、周
遊
す

る
外
国
人
観
光
客
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

が
直
近
の
課
題
と
言
え
る
。ま
た
、平
成

32
年
の
観
光
消
費
額
を
平
成
25
年
水
準
の

１
・
５
倍
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、新
規

観
光
事
業
者
の
起
業
し
や
す
い
地
域
経
済

環
境
づ
く
り
に
取
り
に
も
組
む
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
を
生
む
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、人

口
問
題
、都
会
地
と
の
格
差
の
解
消
の
切

り
札
で
も
あ
る
。そ
し
て
、観
光
は
全
て

の
産
業
に
及
ぶ
。近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー

ド
は
企
業
や
個
人
で
は
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
な
い
地
域
経
営
と
い
う
マ
ク
ロ

な
視
点
で
、ビ
ジ
ョ
ン
と
プ
ラ
ン
を
実
現

し
て
い
く
。

　

A
lw
ays in m

otion is the future.

私
た
ち
の
可
能
性
へ
の
挑
戦
を
意
味
し
た

言
葉
で
あ
る
。
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３
月
10
日
開
催
の
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

推
進
協
議
会
臨
時
総
会
で
承
認
を
受
け
、

４
月
１
日
付
で
協
議
会
は
、「
一
般
社
団
法

人
近
江
ツ
ー
リ
ー
ズ
ム
ボ
ー
ド
」と
し
て

圏
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
。ま
た
、観
光
庁
か
ら
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
と
し
て
登
録
さ
れ

（
現
時
点
で
24
法
人
）、今
後
は
、内
閣
府
・

経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
総
務
省
・

文
部
科
学
省
・
農
林
水
産
省
・
環
境
省
な

ど
の
、多
く
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
。勿
論
、原
則
論
と
し

て
自
立
性
が
必
要
な
こ
と
は
当
然
だ
が
、

一
般
社
団
法
人
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
国
の
手

厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
、今

後
の
展
開
の
大
き
な
力
に
な
る
。

　
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、地
方
創
生
プ

ラ
ン
と
し
て「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」を
作
成
し
、そ
の
中
で
地
域

の
観
光
資
源
を
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

「
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」の
確
立
を
取
り
上
げ
た

市
町
は
数
多
い
。近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー

ド
が
エ
リ
ア
と
す
る
市
町
の
殆
ど
は
、経

済
戦
略
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
交
流
人
口
・
定

住
人
口
）の
ひ
と
つ
と
し
て
計
画
立
案
し

て
い
る
。彦
根
商
工
会
議
所
が
核
と
な
り

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
と
な
っ
た
近
江

ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
は
、こ
れ
ら
の
施
策

を
担
う
団
体
の
代
表
と
し
て
重
い
責
任
を

有
す
る
と
と
も
に
、独
自
性
と
先
駆
性
を

兼
ね
備
え
た
効
果
的
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ
運
営
を
行

う
覚
悟
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
国
か
ら
政
策
伝
達
で
最
近
よ
く
使
用
さ

れ
る
文
言
に「
先
駆
的
」「
官
民
協
働
」「
地

域
間
連
携
」「
政
策
間
連
携
」「
事
業
毎
の

K
PI

（
業
績
評
価
指
数
）の
設
定
」「
関
係
者

間
で
の
同
意
形
成
」「
地
方
創
生
に
役
立
つ

人
材
の
確
保
・
育
成
」な
ど
が
あ
る
。こ
れ

に「
ス
ピ
ー
ド
」を
足
す
と
、民
間
ビ
ジ
ネ

ス
の
世
界
で
、検
討
し
議
論
し
て
い
る
言

葉
と
似
通
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
地
方
創
生
は
、こ
れ
ら
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
中
心
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
、近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
に
お
い
て

も
、し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
「
地
域
間
連
携
」「
官
民
協
働
」に
お
い

て
、今
ま
で
も
多
く
の
議
論
が
成
さ
れ
て

き
た
よ
う
に
、乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
従
来
型
の「
枠
組
み
」や「
壁
」が
あ

る
こ
と
は
事
実
だ
。官
民
の
協
力
は
必
須

で
あ
る
。近
江
ツ
ー
リ
ー
ズ
ム
ボ
ー
ド
の

取
り
組
む
組
織
と
事
業
に
お
い
て
も
、従

来
型
の「
縦
割
り
」の
壁
が
あ
る
。

　
更
に
、「
公
と
私
の
バ
ラ
ン
ス
」と
い
う

問
題
も
存
在
す
る
。事
業
者
に
と
っ
て
、

営
み
と
し
て
の
事
業
が
最
優
先
で
あ
る
。

し
か
し
、そ
の
事
業
の
成
長
と
将
来
性
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、地
域
が
魅
力
的
で

あ
り
経
済
的
に
も
豊
か
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。商
工
会
議
所
が
、ま
ち
づ
く
り
や

文
化
事
業
や
に
取
り
組
む
理
由
も
こ
こ
に

あ
る
。会
員
の「
公
と
私
の
バ
ラ
ン
ス
」に

も
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

壁
が
あ
る
。

　
地
域
の
魅
力
を
際
立
た
せ
効
果
を
生
む

た
め
に
は
、「
新
し
い
枠
組
み
の
創
造
」に

挑
戦
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。そ
し
て
ま
た
、こ
の「
壁
」を
乗

り
越
え
る
こ
と
に
挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
人
口
問
題
、都
会
地
と
の
格
差
の
解
消

は
、き
れ
い
ご
と
で
は
解
決
で
き
な
い
。

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
と
し
て
登
録
を

受
け
、一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
近
江
ツ

ー
リ
ー
ズ
ム
ボ
ー
ド
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド

誘
致
に
特
化
し
、観
光
産
業
に
よ
る
地
域

経
済
活
性
化
に
加
速
度
を
つ
け
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
「A

lw
ays in m

otion is the fu-
ture.

」
は
、「Star W

ars : The Force 
Aw
akens 

ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
／
フ
ォ

ー
ス
の
覚
醒
」の
中
で
の
ヨ
ー
ダ
の
台
詞

だ
。「
未
来
は
常
に
動
い
て
い
る
」。私
た

ち
の「
今
」の
行
動
が
、未
来
を
創
る
。

　
内
閣
府
は
、平
成
27
年
度
補
正
に
お
い

て
、一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た

緊
急
対
応
と
し
て
、「
希
望
を
生
み
出
す

強
い
経
済
」の
実
現
と
、「
子
育
て
支
援
」

や「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」も
含

め「
新
・
三
本
の
矢
」の
取
り
組
み
に
貢

献
す
る
た
め
、１
０
０
０
億
円
の
地
方
創

生
加
速
化
交
付
金
を
創
設
し
た
。地
方
版

総
合
戦
略
に
基
づ
く
各
自
治
体
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、先
駆
性
を
高
め
、レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
の
加
速
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
加
速
化
交
付
金
申
請
に
は
、日
本
全
国

の
都
道
府
県
市
町
村
が
応
募
し
、申
請
事

業
数
２
７
４
４
件
の
う
ち
、交
付
対
象
事

業
数
は
１
９
２
６
件
が
採
択
さ
れ
、今
般
、

彦
根
市
・
多
賀
町
の
地
域
連
携
に
よ
る
申

請
も
採
択
さ
れ
た
。そ
の
事
業
引
き
受
け

団
体
を
、日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
登
録

が
決
定
し
た「
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
」

が
担
う
こ
と
に
な
る
。今
後
域
内
ブ
ラ
ン

ド
価
値
の
向
上
を
目
的
に
事
業
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　　　
今
ま
で
、彦
根
市
と
多
賀
町
は
、周
辺
の

３
町
と
と
も
に
、「
び
わ
こ
湖
東
路
観
光
協

議
会
」を
構
成
し
、協
同
で
の
広
報
宣
伝

事
業
な
ど
に
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

が
、具
体
的
な
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
連
携

施
策
で
は
な
い
た
め
、広
域
連
携
の
メ
リ

ッ
ト
を
十
分
に
活
か
せ
て
い
な
か
っ
た
。

　
彦
根
市
で
は
、国
宝
彦
根
城
の
大
名
庭

園
で
開
催
す
る「
玄
宮
園
で
虫
の
音
を
聞

く
会
」や「
彦
根
城
錦
秋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
」な
ど
、ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
て
き
た
が
、明
確
な
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

が
な
い
た
め
、発
信
力
に
欠
け
、誘
客
後
の

市
内
周
遊
と
観
光
消
費
増
加
に
は
必
ず
し

も
繋
が
ら
な
い
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。 

ま
た
多
賀
町
に
お
い

て
は
、年
間
約
１
７
０
万
人
の
観
光
入
込

客
数
を
誇
る
多
賀
大
社
が
あ
る
が
１
月
に

約
半
数
が
集
中
し
て
お
り
、年
間
を
通
じ

た
誘
客
に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
現
実
が

あ
る
。

　
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
は
、観
光
誘

客
に
よ
る
域
内
の「
人
口
減
」「
地
域
経
済

の
沈
滞
」の
解
決
を
目
指
し
、海
外
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
と
のB to B

交
渉
等
の
海
外
ミ

ッ
シ
ョ
ン
、独
自
性
の
あ
る
観
光
ル
ー
ト

の
開
発
、マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
収
益
事
業

（
旅
行
斡
旋
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
レ
ン
タ
ル
、

空
き
町
屋
総
ホ
テ
ル
計
画
等
）な
ど
事
業

性
や
発
信
力
の
高
い
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
構
想
の
こ
と
を「
ビ
ジ
ョ
ン
」、実
施
計

画
を「
プ
ラ
ン
」と
呼
ぶ
。変
化
の
激
し
い

時
代
に
対
応
で
き
る
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

と
、目
標
を
明
確
に
し
た
短
期
的
な
プ
ラ

ン
を
、近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
は
作
成

し
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　

　　
平
成
27
年
度
の
彦
根
市
宿
泊
者
数
状
況

は
、彦
根
観
光
協
会
宿
泊
部
会
調
べ（
平
成

27
年
４
月
〜
平
成
28
年
２
月
）に
よ
る
と
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
は
昨
年
比
４
１
８
・

５
％
の
３
９
０
４
１
人
で
大
幅
に
増
加
し

た
。日
本
人
は
昨
年
比
１
０
１
・
４
％
の

４
７
９
３
５
２
人
で
微
増
と
な
っ
た
。観

光
業
や
観
光
施
設
の
状
況
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
３
月
の
入
込
数
も
昨
年
を
上
回
る
状
況

で
あ
っ
た
。彦
根
城
入
山
者
数
は
３
月
27

日
、平
成
23
年
以
来
４
年
ぶ
り
に
80
万
人

を
超
え
た
。

　
平
成
27
年
度
の
国
内
外
宿
泊
者
数
は
増

加
と
な
っ
た
が
、今
後
の
湖
東
エ
リ
ア
の

観
光
消
費
の
活
性
化
を
考
え
る
と
重
要
と

な
る
の
が
、宿
泊
施
設
の
キ
ャ
パ
と
宿
泊

者
の
う
ち
周
遊
観
光
客
の
割
合
だ
。観
光

消
費
の
観
点
で
見
る
と
平
成
27
年
度
の
結

果
は
素
直
に
歓
迎
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
者
数
は
昨
年
比
４

１
８
・
５
％
と
い
う
異
常
と
も
い
え
る
伸

び
を
記
録
し
て
い
る
が
、彦
根
の
宿
泊
業

者
の
状
況
報
告
に
よ
る
と「
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
夜
中
に
バ
ス
で
来
彦
し
、ホ
テ
ル
に

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
、早
朝
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ

ト
す
る
中
国
や
台
湾
の
団
体
客
が
多
く
を

占
め
て
い
る
」と
い
う
。

　
こ
う
い
っ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
団
体
客

は
、京
都
や
大
阪
な
ど
で
観
光
し
、京
都
や

大
阪
の
宿
泊
施
設
の
キ
ャ
パ
オ
ー
バ
ー
、

も
し
く
は
、宿
泊
価
格
の
高
騰
に
よ
り
宿

泊
の
み
を
求
め
て
来
訪
し
て
い
る
。実
際
、

今
年
度
平
成
27
年
４
月
〜
平
成
28
年
２
月

の
彦
根
城
入
山
者
数
の
外
国
人
観
光
客

は
、２
０
６
０
３
人
で
あ
り
、昨
対
比
１
１

３
％
で
あ
り
、市
内
及
び
周
辺
地
域
に
ま

で
足
を
延
ば
す
外
国
人
観
光
客
は
、さ
ほ

ど
増
え
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
宿
泊
者
数
増
加
分
が
域
内
観
光
消
費
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
、更
に
、本
来
彦
根
で

周
遊
し
、観
光
消
費
に
貢
献
す
る
は
ず
の

国
内
外
観
光
客
の
宿
泊
が
、周
遊
し
な
い

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
に
占
有
さ
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
に
違
い
な
い
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
者
数
の
昨
年
比
４

１
８
・
５
％
は
、警
鐘
で
も
あ
る
。

　　　
平
成
28
年
３
月
10
日
、ホ
テ
ル
サ
ン
ル

ー
ト
彦
根
で
行
わ
れ
た
、「
海
外
旅
行
会
社

現
地
ニ
ー
ズ
か
ら
考
え
る
近
江
の
可
能

性
」と
題
し
た
特
別
講
演
会
で
、講
師
の
吉

田
博
詞
氏（
株
式
会
社
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
研

究
所
）は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
主
流
は
地
方

へ
と
移
り
、既
に
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
突
入

し
て
い
る
。デ
ー
タ
を
正
し
く
分
析
し
、

多
角
的
な
視
野
で
対
策
を
講
じ
る
こ
と

で
、小
さ
な
店
舗
で
も
勝
ち
組
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
」と
話
し
た
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
は
、大
き
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
む
の
で
あ
る
。自
ら

が
稼
ご
う
と
し
な
け
れ
ば
地
域
は
廃
れ
て

い
く
。人
口
減
が
進
む
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
け

で
は
地
域
は
廃
れ
て
い
く
可
能
性
が
高

い
。だ
か
ら
こ
そ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る

外
需
を
取
り
込
み
稼
ぐ
と
い
う
視
点
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。

　
で
は
ど
の
よ
う
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

を
し
て
い
く
の
か
。吉
田
氏
の
話
の
要
点

を
ま
と
め
て
お
く
。

● 

世
界
の
各
国
に
対
し
て
ま
だ
ま
だ
日
本

の
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
、イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
り
、そ
れ
が
面

白
い
の
だ
と
い
う
ブ
ー
ム
を
創
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、地
方
都
市
で
あ
っ
た

と
し
て
も
集
客
力
が
上
が
る
。

● 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
圏
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

２
０
３
０
年
に
２
・
３
倍
に
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
取
り

込
ま
な
い
と
い
う
理
由
は
な
い
。

● 

最
近
で
は「
伝
統
文
化
体
験
」と
い
う

需
要
も
増
え
て
い
る
。日
本
へ
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
、FIT

（
海
外
個
人
旅
行
）化

が
進
ん
で
い
る
。オ
プ
シ
ョ
ン
型
の
ワ
ン

「
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
プ
ラ
ン
」の
策
定

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

彦
根
市
、多
賀
町
で
採
択
！ 

（D
estinationM

anagem
ent/M

ark
eting O

rganization

）の
略
。

　
地
域
の「
稼
ぐ
力
」を
引
き
出
す
と
と

も
に
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す

る「
観
光
地
経
営
」の
視
点
に
立
っ
た
観

光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
し
て
、多

様
な
関
係
者
と
協
同
し
な
が
ら
、明
確
な

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
観
光
地
域
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、戦
略
を
着
実
に
実
施
す

る
た
め
の
調
整
機
能
を
備
え
た
法
人
の

こ
と
。

日
本
版DM

O

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
者
数

昨
年
比
４
１
８
・
５
％
大
幅
増
が

物
語
る
も
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
推
進
は

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

　
吉
田
博
詞
氏 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
１
９
８
１
年
生
ま
れ
。筑
波
大
学
第
三
学
群

社
会
工
学
類
を
卒
業
。２
０
０
４
年
株
式
会
社

リ
ク
ル
ー
ト
住
宅
情
報
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
に
て
大

手
マ
ン
シ
ョ
ン
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
企
画
営
業
。

２
０
０
５
年
株
式
会
社
地
域
活
性
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
に
て
映
画
や
ド
ラ
マ
を
活
用
し
地
域
・
施
設

の
フ
ァ
ン
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
。２
０

１
３
年
株
式
会
社
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
研
究

所
設
立
。 ■月別宿泊利用述べ人数

※彦根観光協会宿泊部会調べ（彦根市内26施設・平成27年4月～平成28年2月）

デ
イ
或
い
は
ツ
ー
デ
イ
の
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
開
発
が
近
江
の
可
能
性
で
あ
る
。

● 

ゼ
ロ
か
ら
創
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、

周
辺
の
成
功
事
例
か
ら
学
び
連
携
し
て
い

く
こ
と
を
お
薦
め
す
る
。

　　
と
こ
ろ
で
、２
０
１
５
年
１
月
〜
12
月

の
関
西
国
際
空
港
の
国
際
線
旅
客
数
年
間

運
営
概
況（
速
報
値
）は
前
年
比
24
％
増

の
１
６
２
５
万
人
で
過
去
最
高
と
な
っ

た
。そ
の
う
ち
、外
国
人
旅
客
数
は
59
％

増
の
１
０
０
１
万
人
を
記
録
し
て
い
る
。

実
際
に
、関
空
か
ら
入
る
外
国
人
の
う
ち

滋
賀
県
の
観
光
に
訪
れ
る
の
は
、わ
ず
か

約
５
％
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。彦
根

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊
者
数
が
、市
内
周

遊
観
光
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
実
態
を
考

え
る
と
、手
付
か
ず
の
大
き
な
可
能
性
が

あ
る
と
と
も
言
え
る
の
だ
が…

…

。

　
ま
た
、「
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」が

「
外
国
人
に
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
」２
０
１
５
年
度
版 TO

P30 

に

よ
る
と
、１
位
：
伏
見
稲
荷
大
社（
京
都

市
）、２
位
：
広
島
平
和
記
念
資
料
館（
広

島
市
）、３
位
：
厳
島
神
社（
広
島
県
廿
日

市
市
）、４
位
：
東
大
寺（
奈
良
市
）、５
位
：

禅
林
寺 
永
観
堂（
京
都
市
）と
な
っ
て
い

る
。今
後
、京
都
に
隣
接
し
、関
空
か
ら
一

時
間
圏
内
に
位
置
す
る
こ
と
が
近
江
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
だ
ろ
う
。

　
近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
は
、域
内
観

光
消
費
額
を
増
加
さ
せ
、経
済
活
性
化
を

目
指
し
て
い
る
。タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
へ
の
直

接
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
、FIT

・

M
IC
E

の
誘
致
活
動
を
は
じ
め
、周
遊
す

る
外
国
人
観
光
客
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

が
直
近
の
課
題
と
言
え
る
。ま
た
、平
成

32
年
の
観
光
消
費
額
を
平
成
25
年
水
準
の

１
・
５
倍
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、新
規

観
光
事
業
者
の
起
業
し
や
す
い
地
域
経
済

環
境
づ
く
り
に
取
り
に
も
組
む
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
を
生
む
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、人

口
問
題
、都
会
地
と
の
格
差
の
解
消
の
切

り
札
で
も
あ
る
。そ
し
て
、観
光
は
全
て

の
産
業
に
及
ぶ
。近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー

ド
は
企
業
や
個
人
で
は
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
な
い
地
域
経
営
と
い
う
マ
ク
ロ

な
視
点
で
、ビ
ジ
ョ
ン
と
プ
ラ
ン
を
実
現

し
て
い
く
。

　

A
lw
ays in m

otion is the future.

私
た
ち
の
可
能
性
へ
の
挑
戦
を
意
味
し
た

言
葉
で
あ
る
。

■彦根城入山者数（有料・無料含む）

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
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※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成28年1月9日～平成28年3月2日　会員数1615件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

請負電気工事 白数　典弘建設業
不動産
小売商業

スマイル㈱

常
議
員
会

ホワイトナンバー 彦根市原町822-9
金属加工業 長谷川　和夫金属工業 ㈱長谷川精工 彦根市野口町77

伊坂商店 食品販売 伊庭　秀宣
不動産業、小売業 彦根市堀町453

彦根市八坂町3016　105号
小売商業 シカゴピザ 彦根店 宅配ピザ 池田　知典 彦根市平田町292-6

観光・サービス 近江治療院
東洋療法専門院 鍼灸、マッサージ 當山　伸一 彦根市西今町720-32

観光・サービス JOY｜Relaxing×Conditioning 鍼灸、マッサージ 尾本　和也 彦根市西今町441-10
観光・サービス 宮嶋獣医科病院 動物病院 宮嶋　俊行 彦根市長曽根南町448-32

福田　美砂子

R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I　

３
月
16
日
に
エ
ク
シ
ブ
琵
琶
湖

に
て
、甲
良
町
商
工
会
濱
野
会
長
、

多
賀
町
商
工
会
尾
谷
会
長
、愛
荘

町
商
工
会
西
村
会
長
、稲
枝
商
工

会
木
村
副
会
長
、豊
郷
町
商
工
会

青
山
会
長
、米
原
市
商
工
会
日
向

会
長
、彦
愛
犬
地
域
商
工
会
広
域

事
務
局
藤
野
事
務
局
長
、米
原
市

丸
山
理
事
、当
所
か
ら
小
出
会
頭
、

木
村
・
中
川
副
会
頭
、志
賀
谷
専

務
理
事
、中
川
事
務
局
長
の
計
13

名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
志
賀
谷
専
務
理
事
よ
り
開
会
を

告
げ
、当
所
小
出
会
頭
の
挨
拶
の

後
、①
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協

議
会
の
事
業
内
容
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、②
北
陸
新
幹
線
米

原
ル
ー
ト
実
現
に
つ
い
て
、③
独
立

行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）滋
賀
県
事
務
所
誘
致

に
つ
い
て
、④
各
商
工
会
と
の
連
携

に
つ
い
て
、⑤
各
商
工
会
の
新
年
度

主
要
事
業
に
つ
い
て
、⑥
地
方
創
生

政
策
の
地
域
対
応
に
つ
い
て
、そ
れ

ぞ
れ
情
報
共
有
と
意
見
交
換
を
さ

れ
ま
し
た
。⑥
地
方
創
生
政
策
の

地
域
対
応
に
つ
い
て
は
、米
原
市
の

取
り
組
み
を
丸
山
理
事
よ
り
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
丸
山
理
事
か
ら
は
、地
方
創
生

彦
愛
犬
・
米
原
市
商
工
会
と

当
所
正
副
会
頭
と
の
懇
談
会
を
開
催

政
策
に
ま
つ
わ
る
背
景
、米
原
市
の

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
概
要
を
大

変
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
続
い
て
の
質
疑
応
答
で
は
、参
加

者
か
ら
の
話
題
が
相
次
ぎ
、盛
況

の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
方
々
の
間
で
は
、今
後

密
接
な
地
域
連
携
を
図
る
旨
、合

意
し
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
３
月
度
常
議
員
会
は
、去
る
３
月
２
日
当

所
に
て
、常
議
員
14
人
、小
出
会
頭
、夏
原
・
木

村
・
中
川
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
ら
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
頭
が
挨
拶
の
後
、議
長
に
就
任
。議
案

と
し
て
、（
１
）新
入
会
員
９
件
の
承
認
、（
２
）

当
所
定
款
の
変
更
、（
３
）労
働
保
険
事
務
組

合　
当
所
特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程（
案
）、

（
４
）労
働
保
険
事
務
組
合　
当
所
事
務
処
理

規
約
の
一
部
改
正（
案
）、（
５
）平
成
28
年
度

事
業
計
画(
案)
、（
６
）〜（
14
）平
成
28
年
度

一
般
会
計
、中
小
企
業
相
談
所
特
別
会
計
、役

職
員
退
職
給
与
積
立
金
特
別
会
計
、建
物
・Ｉ

Ｔ
保
全
維
持
積
立
金
特
別
会
計
、会
館
敷
金

（
預
り
金
）特
別
会
計
、労
働
保
険
事
務
組
合

補
助
金
活
用
セ
ミ
ナ
ー

2
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム　
事
務
局
会
議

2
月
18
日　
旧
朱
子
学
研
究
所
に
て
開
催

近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会　

事
業
推
進
会
議

2
月
18
日　
当
所
に
て
開
催

業
務
革
新
委
員
会

2
月
23
日　
当
所
に
て
開
催

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

2
月
24
日　
グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク
ホ
テ
ル  

　
　
　
　
　
に
て
開
催

近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

企
画
委
員
会

2
月
25
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

事
業
推
進
会
議

2
月
26
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会

正
副
会
長
会
議

3
月
1
日　
当
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議

3
月
2
日　
当
所
に
て
開
催

業
務
革
新
委
員
会

3
月
2
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

事
業
推
進
会
議

3
月
4
日　
当
所
に
て
開
催

　
当
所
不
動
産
部
会（
泉
藤
博
部
会
長
）並
び
に
交
通
運

輸
部
会（
栁
澤
通
部
会
長
）で
は
、２
月
19
日
に
当
所
に
て
、

彦
根
市
都
市
建
設
部
か
ら
下
山
部
長
ら
11
名
、当
所
不
動

産
部
会
か
ら
７
名
、当
所
交
通
運
輸
部
会
か
ら
６
名
、中
川

事
務
局
長
ら
の
総
勢
27
名
が
出
席
し
て
合
同
の
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
川
事
務
局
長
、下
山
部
長
よ
り
挨
拶
の
後
、事
前
に
両

部
会
員
か
ら
募
集
し
た
都
市
計
画
や
道
路
行
政
に
関
す
る

質
問
・
要
望（
枠
内
参
照
）に
対
し
て
彦
根
市
よ
り
ご
回
答

い
た
だ
き
ま
し
た
。続
い
て
の
質
疑
応
答
で
は
、部
会
員

か
ら
質
問
が
相
次
ぎ
懇

談
後
、閉
会
し
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
各
部
会
員

に
と
っ
て
は
、業
務
に

直
結
す
る
要
望
や
質
問

を
彦
根
市
に
お
伝
え
で

き
る
機
会
と
し
て
有
意

義
な
懇
談
会
と
な
り
ま

し
た
。 彦

根
市
と
の
懇
談
会
を
開
催 ―

不
動
産
部
会
・
交
通
運
輸
部
会―

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

〈
不
動
産
部
会
よ
り
〉 

１
．公
道
と
民
間
土
地
の
境
界
標
に
つ
い
て
。

２
．官
民
境
界
確
定
時
に
隣
接
地
所
有
者
確

認
の
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て
。

３
．開
発
許
可
申
請
の
審
査
に
つ
い
て
。

４
．位
置
指
定
道
路
の
道
路
内
に
お
い
て
下

水
道
を
布
設
時
の
同
意
書
に
つ
い
て
。

５
．市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
地
区
計
画

適
用
に
つ
い
て
。

６
．彦
根
駅
東
部
地
区
整
備
に
関
す
る
進
捗

状
況
に
つ
い
て
。

７
．法
外
道
路
で
住
宅
を
建
築
す
る
場
合
の
、

43
条
の
但
し
書
き
に
つ
い
て
。

８
．建
築
確
認
申
請
に
関
し
て
、土
地
所
有
者

で
な
い
第
３
者
の
申
請
に
つ
い
て
。

９
．２
項
道
路
の
、の
ど
元
所
有
者
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て
。

10
．過
去
５
年
間
の
開
発
申
請
の
状
況（
特

に
宅
地
分
譲
地
）に
つ
い
て
。

11
．彦
根
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
の
条
例

に
つ
い
て
。

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

新
旧
正
副
会
長
会
議

3
月
7
日　
龍
鱗
に
て
開
催

近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

特
別
講
演
会
及
び
臨
時
総
会

3
月
10
日　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
彦
根　

　
　
　
　

 　
に
て
開
催

彦
根
地
区
合
同
企
業
説
明
会

3
月
10
日　
ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会

町
屋
活
用
委
員
会

3
月
11
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

事
業
推
進
会
議

3
月
11
日　
当
所
に
て
開
催

会
計
、共
済
事
業
特
別
会
計
、ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン

ド
開
発
事
業
特
別
会
計
、別
途
積
立
金
特
別

会
計
の
そ
れ
ぞ
れ
収
支
予
算(

案)

に
つ
い

て
、（
15
）平
成
28
年
度
各
会
計
等
に
補
正
及

び
改
正
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
の
常
議
員
会

へ
の
委
任
の
議
決
に
つ
い
て
、会
頭
、専
務
理

事
、中
川
事
務
局
長
か
ら
説
明
の
後
、議
長
が

諮
り
、い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
報
告
事
項
と
し
て(

１)

第
１
２

３
回
日
本
商
工
会
議
所
表
彰
、（
２
）部
会
・

委
員
会
報
告
、（
３
）近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推

進
協
議
会
に
つ
い
て
、専
務
理
事
か
ら
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

彦
根
市
へ
の
要
望
・
質
問
内
容

〈
交
通
運
輸
部
会
よ
り
〉 

１
．立
花
町
市
道
拡
張
工
事
の
完
成
の
目
途

に
つ
い
て
。

２
．外
町
国
道
８
号
線
付
近
の
渋
滞
緩
和
に

関
す
る
具
体
策
に
つ
い
て
。

３
．彦
根
駅
東
口
周
辺
の
再
開
発
の
具
体
的

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

４
．彦
根
城
桜
ま
つ
り
期
間
中
の
周
辺
道
路

混
雑
の
解
消
に
つ
い
て
。

５
．Ｊ
Ｒ
南
彦
根
駅
東
口
タ
ク
シ
ー
の
り
ば

付
近
の
表
示
看
板（
障
が
い
者
・
車
イ
ス

用
乗
降
場
所
）の
設
置
に
つ
い
て
。

６
．Ｊ
Ｒ
彦
根
西
口
の
彦
根
城
へ
の
表
示
看

板
に
つ
い
て
。

７
．市
庁
舎
整
備
後
の
周
辺
整
備
・
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
。

８
．旧
市
街
地
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
。

９
．Ｊ
Ｒ
稲
枝
駅
駅
舎
改
築
お
よ
び
周
辺
整

備（
全
体
概
要
お
よ
び
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

の
概
要
）に
つ
い
て
。

ビジネス英会話
セミナー

受講者募集
全12回分・会員価格18,000円

講師は
JCMU英語プログラム
専任教官
マンディ・クライン氏

● 会員事業所様の海外進出・海外取引の支

援の一つとして「ミシガン州立大学連合日

本センター（JＣＭＵ）」の協力を得て、「ビ

ジネス英会話セミナー（入門コース）」を5

月から開催いたします。

●今後の国際展開を見据えて、英語による

コミュニケーション力向上を目指す社員研

修や、自己啓発プログラムの一環として、ぜ

ひご活用ください。

● 2008年の夏にJCMU
留学生として日本語を学
習するため来日。帰国後
はミシガン州立大学にて
学生アドバイザーとして
現地のJCMU事務所に
勤める。大学卒業後、JET
プログラムの一員として長野県の高校で3年間英
語教師として従事。英語を教えるだけでなく、自ら
も日本語学習にも勤しみ、料理、キャンプ、スノー
ボードも楽しむアウトドア派。
● TESOL（Teachers of English to Speakers 
of Other Languages）保有。

入門コース

【申込締切：4/28（木）】
お申込・お問合せ
当所ウェブサイトからのお申込み可
彦根商工会議所 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

5/27・6/3・6/10・6/17・6/24・
7/1・7/8・7/15・7/22・7/29・8/5・
8/19（いずれも金曜日）
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２
月
度
オ
ー
プ
ン
例
会

〜 

人
の
心
に
響
く
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術 

〜

　
去
る
２
月
２
日（
火
）、当
所
青
年

部
・
中
小
企
業
相
談
所
共
催
の「
ど
ん

な
業
種
で
も
お
客
様
は 

人 

で
あ
る
！ 

人
の
心
に
響
く
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
講
師
の
酒
井
先
生
は
、各
地
の
商
工

会
議
所
等
で
講
演
を
さ
れ
て
い
る
人

気
講
師
で
あ
り
、業
種
を
問
わ
ず
必
要

と
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
術
の
講
演
と
い
う
こ
と
も
あ

り
１
３
０
名
を
超
え
る
参
加
者
と
な

り
ま
し
た
。

　
い
き
な
り
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
の

自
己
紹
介
か
ら
始
ま
っ
た
講
演
は
、参

加
者
を
巻
き
込
ん
で
体
を
使
っ
て
の

実
践
と
解
説
が
併
用
さ
れ
て
お
り
、心

理
学
を
も
と
に
し
た
様
々
な

理
論
を
ち
り
ば
め
た
内
容

は
、そ
れ
ぞ
れ
が
納
得
で
き

る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。　

　
例
え
ば「
限
定
条
件
下
の

事
実
」で
は
、参
加
者
が
そ
れ

ぞ
れ「
○
○
のN

O
.1

」と
い

う
条
件
下
で
のN

O
.1

を
探

し
出
す
こ
と
で
、大
き
く
自

ら
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
や
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
３
要
素
で
あ

る「
言
葉（
内
容
）」「
話
し
方
」

　
去
る
２
月
19
日（
金
）〜 

20
日

（
土
）、第
35
回 

全
国
大
会 

吉
備
の
国

お
か
や
ま
大
会
に
、彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら

１
１
名
で
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
初
日
は「
赤
米
と
カ
ル
ピ
ス
」で
町

お
こ
し
を
図
っ
て
お
ら
れ
る
総
社
Ｙ

Ｅ
Ｇ
が
主
管
す
る
分
科
会
に
お
邪
魔

し
、普
段
馴
染
み
の
な
い 

カ
ル
ピ
ス

を
使
用
し
た
料
理 

と
赤
米
を
食
し
、

全
国
か
ら
分
科
会
に
参
加
し
て
お
ら

れ
る
各
都
道
府
県
の
メ
ン
バ
ー
と
も

交
流
が
で
き
、非
常
に
有
意
義
な
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、堀
江
貴
文
氏
の
記
念
講

演
等
で
盛
り
上
が
り
、式
典
の
最
後
ま

で
見
届
け
、帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。や

は
り
全
国
大
会
と
な
る
と
設
え
や
出

演
者
の
ス
ケ
ー
ル
が
比
較
に
な
ら
な

青年部伝言板 ■ 通常総会・懇親会　4月26日（火）17：30分受付 18：00時開会  於：彦根商工会議所　■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
35
回
全
国
大
会「
吉
備
の
国
お
か
や
ま
大
会
」に
参
加
し
て

 

　『洗練されたデザインと機能美を融合した家
×木造住宅の強さと性能の常識を変える！』を
テーマに、弊社は滋賀を中心に注文住宅・店舗・
リフォームなどの建築関連事業を展開してお
り、住まいのショールームkuu-style・彦根展示
場・近江八幡展示場・栗東草津展示場・長浜勝
モデルで営業をしております。
　昨年夏には、起業から３年を経てベルロード
沿いに本社を移転するとともに、エクステリア事
業部の北名古屋営業所を開設しオープンに向け
準備をしております。
　また、エコソリューション事業として３カ所の
太陽光発電所で約500kwhを運転し二酸化炭
素削減にも貢献しています。
　また、今話題のミスユニバース・滋賀ユナイ
テッド・レイクスターズ・Diversity & worksを
応援しています。

「
外
見（
表
情
等
）」に
お
い
て
、ど
れ
ほ

ど
内
容
が
良
く
て
も
話
し
方
や
表
情

の
質
が
重
要
で
あ
り
、向
上
す
る
た
め

の
要
点
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た「
ラ
ポ
ー
ル
形
成
ス
キ
ル
」で

は
、実
際
に
体
を
動
か
し
て
ミ
ラ
ー
リ

ン
グ
や
バ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
な
ど

交
渉
・
接
客
・
プ
レ
ゼ
ン
等
で
使
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
を
体
験
す

る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
で
活
か
す

こ
と
の
で
き
る
内
容
・
理
論
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
し
た
。

　
多
く
の
気
づ
き
が
あ
る
充
実
し
た

例
会
で
し
た
の
で
、例
会
に
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ま
と
同
様
に
、私
自
身
も
自
社

で
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。　
　
　

 

㈱
西
村
教
材 

西
村 
忠
生

い
ほ
ど
違
い
ま
す
。　
　
　
　

　
平
成
28
年
度
は「
北
海
道
い
わ
み

ざ
わ
大
会
」の
予
定
で
す
。ま
だ
参
加

さ
れ
た
こ
と
の
な
い
メ
ン
バ
ー
の
皆

まいどおおきに 青年部事業所紹介

㈱GALLERY空 青池 貴司

彦根市 地域経済振興課　TEL.30-6119  FAX.24-9676

次の①から③までの要件を全て満たしている工事
①「増築、改築、修繕等の工事」「下水道工事」「外構工事」「防犯対
　策工事」「省エネ対策工事」のいずれかの工事（新築工事および
　新築工事と併せて行う工事は対象となりません。）
②平成28年度中の工事（４月１日以降に着工し、平成29年３月
　31日までに完了する工事）
③助成対象工事の経費が20万円以上（消費税を含む。）の工事
　※詳しくは、事前にご相談ください。

対象工事

次の①②③④の要件を全て満たしている人
①申請者は、申請する市内の住宅に自ら居住し、その場所に住民
　登録していること。
②申請する住宅は、申請者または二親等内の親族が所有して

助成額
①助成対象工事経費の10％で、最高10万円（千円未満は切捨て）
②移住・新婚・子育て・三世代同居（各々条件あり）のいずれか
　一つ以上の要件に該当する場合は、助成対象工事経費の
　15％で、最高15万円（千円未満は切捨て）
申込方法（第１回事前申込み）
　市地域経済振興課、支所・各出張所にある「事前申込書」（市
ホームページからもダウンロードできます。）に必要事項を記入
し、市地域経済振興課の窓口に提出してください。
第１回事前申込の受付期間
４月１日（金）～５月13日（金）
平日 午前８時30分から午後５時15分まで
※「第２回事前申込み」は、9月1日から予定しています。

　市内の住宅。ただし、マンションなどの集合住宅は自己所有部
分のみが、店舗などの併用住宅は居住部分のみが対象です。事務
所や店舗、賃貸アパートなどは対象外です。

問合せ先

さ
ん
、是
非「
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
全

国
大
会
」を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
㈱
旅
行
屋
本
舗 

馬
場 

匡
章

　県内商工会議所女性
会が一斉に春の訪れに
合わせ、県内外から訪れ
られる方 を々、おもてなし
の心でお迎えするため、
恒例となった清掃活動に
取り組みました。予定し

ていた３月１日にはあいにくの吹雪と積雪となり、彦根
女性会では３月７日にJR彦根駅前ロータリーから駅前
通り、護国神社までの両歩道の清掃を会員が行いまし
た。目立った大きなごみは少なかったですが、タバコの
吸い殻・レジ袋・空き缶・空き瓶・ガム・枯葉などを
集めました。作業をさせて頂いた時、通りすがりの方
から「ご苦労様ですね、きれいにして頂いてありがとう
ございます。」とお声をかけて頂きとてもうれしく思いま
した。今後も会員が力を合わせ少しでも地域のために
お役に立たせていただくように頑張っていきたいと思
います。　　　　　　　 子順村西材教村西）株（

平成２８年３月６日「ひこね燦ぱれす」にお
いて「いざ！あなたが自宅で家族を介護する
ことになったら!」という市民公開講座に女性
会から２１名が参加しました。
　無医村やへき地医療に従事された、市内

の松木診療所「松木先生」が座長で、これからの超高齢化社会に対応するだけ
の医療機関はとても望めず、各家庭において見守りと最期を看取ることの必要
性を説かれました。
今や全国で認知症患者は６００万人以上。とても切実な問題です。私の住む
町内では、男女のボランティアによる「地域サロン」を月１回程度ですが、町民の
高齢者と昼食を一緒にしたり、時には車椅子も乗せてバスで花見や県外にも出
かけます。独居者や老夫婦の世帯と少しでも関わりを持つことで、認知症の予防
と発症時期を遅らせる活動にもな
ると２０年以上継続しています。し
かし今ではボランティア会員は増え
ず、将来招待される側になることが
期待できないのが現状です。

子栄島田）株（産物島田

女性会 駅前一斉清掃に参加して
滋賀在宅ホスピス緩和ケア研究会主催 (研修委員会担当) 
市民公開講座に参加

■女性会 平成28年度通常総会  平成28年4月20日（水）開催予定です。

対象住宅

対象者

　いること。
③申請者は申請時において市税の滞納がないこと。
④申請する住宅（その住宅の敷地を含む）にかかる固定資産税の滞
　納がないこと。

彦根市役所 地域経済振興課からのお知らせ

「住もうよ！ひこね」 リフォーム事業の募集について
地域経済の活性化および居住環境の向上を図り、地域経済活性化の促進を図るとともに、移住、新婚および子育ての世帯ならびに三世代同居における居住環境を整え、
定住人口の増加を図るため、市内に本社がある法人または、市内に住所がある個人の施工業者を利用して、住宅の改修等を行う場合に、その経費の一部を助成します。
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国内外のニーズに対応したサービスやものづくりの新事業を創出する
ため、認定支援機関と連携して、革新的なサービス開発・試作品開発・生
産プロセスの改善を行う中小企業・小規模事業者の設備投資等を支援
します。

■ 対象者の詳細
認定支援機関の全面バックアップを得た事業を行う中小企業・小規模事
業者であり、以下のいずれかに取り組むものであること。

１．革新的サービス・ものづくり開発支援
「中小サービス事業者の生産性向上のためのガイドライン」で示された方
法で行う革新的なサービスの創出・サービス提供プロセスの改善であり、
3～5年で、「付加価値額」年率3%及び「経常利益」年率1%の向上を達成で
きる計画であること。または「中小ものづくり高度化法」に基づく特定も
のづくり基盤技術を活用した革新的な試作品開発・生産プロセスの改善
を行い、生産性を向上させる計画であること。

２．サービス・ものづくり高度生産性向上支援
上記１．の革新的なサービス開発・試作品開発・プロセス改善であって、
IoT等を用いた設備投資を行い生産性を向上させ、「投資利益率」5%を
達成する計画であること。

■ 支援内容・支援規模
１．革新的サービス・ものづくり開発支援（補助率 2/3）
　   （1）一般型　補助上限額  1,000万円

中小企業が行うサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善
に必要な設備投資等を支援。
※複数社による共同事業は、企業数に応じて補助上限額を引上。
（共同事業の補助上限額：個社の補助上限額×5社）

　   （2）小規模型　補助上限額  500万円
小規模な額で行う革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロ
セスの改善を支援。

２．サービス・ものづくり高度生産性向上支援（補助率 2/3）
　   補助上限額  3,000万円
　　IoT等の技術を用いて生産性向上を図る設備投資等を支援。

※１．２．共通
・給与総額増の取組は加点。
・TPP加盟国等への海外展開により海外市場の新たな獲得を目指す取組
は加点。

■ 募集期間　募集中～４月13日（水） 消印有効

■ 本件窓口　滋賀県中小企業団体中央会 TEL.077-510-0890

小規模事業者が、商工会議所・商工会の助言等を受けて経営計画を作成
し、その計画に沿って地道な、販路開拓等に取り組む費用の２／３を補
助します。
■主な対象者
小規模事業者……製造業その他の業種に属する事業を主たる事業とし
て営む商工業者（会社および個人事業主）であり、常時使用する従業員
の数が20人以下（卸売業、小売業、サービス業（宿泊業・娯楽業を除く）
に属する事業を主たる事業として営む者については５人以下）の事業
者であること。
■ 支援内容・補助額
○対象経費
　機械装置等購入費、広報費、展示会等出展費、旅費、委託費など
○補助率　　　対象経費の２/３
○補助上限額　50万円
　但し、雇用の増加、買い物弱者対策、海外展開の取り組みを行う場合
　は補助上限額100万円
■ 募集期間　募集中～５月13日（金）消印有効
■ 本件担当
　 日本商工会議所　小規模事業者持続化補助金事務局
　 TEL.03-6459-2004

ものづくり・商業・サービス
新展開支援補助金

小規模事業者持続化補助金

申請手続き・各種書類作成について当所経営指導員
がご相談に応じます。お気軽にお問合わせください。
＊申請手続き等には相談対応時間を要します。早め
　にご相談ください。

補助金情報
彦根商工会議所 TEL.0749-22-4551

商工会議所活用ケーススタディ

　
２
０
０
８
年
７
月
に
彦
根
市
堀

町
で
開
業
し
た
ト
リ
ミ
ン
グ
サ
ロ

ン「
㈱TA

LL TREE

」。
福
嶋
美

樹
さ
ん（
34
歳
）は
今
や
ト
リ
ミ
ン

グ
業
界
で
は
一
目
置
か
れ
る
存
在

と
な
っ
て
い
る
。毎
年
ア
メ
リ
カ
で

行
わ
れ
る
コ
ン
テ
ス
ト「Super 

Zoo

」で
は
、２
０
１
０
年
よ
り
優

勝
を
含
め
、数
々
の
賞
を
受
賞
。ア

メ
リ
カ
発
祥
と
さ
れ
る「
ス
ピ
ー
ド

ト
リ
ミ
ン
グ
」と
い
う
手
法
を
用
い

日
本
で
第
一
人
者
と
し
て
書
籍
も

出
版
し
て
い
る
。受
賞
歴
と
評
判
か

ら
萎
縮
し
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、人

柄
と
言
え
ば
、明
る
く
さ
っ
ぱ
り
し

た
気
持
ち
の
い
い
性
格
で
、誰
も
が

好
感
が
持
て
る
だ
ろ
う
。

　
大
学
時
代
、卒
業
間
際
の
４
回
生

の
時
に
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
て
あ

る
ペ
ッ
ト
と
出
会
っ
た
こ
と
が
彼

女
の
運
命
を
大
き
く
変
え
た
。「
こ

ん
な
に
世
の
中
に
か
わ
い
い
生
き

物
が
い
る
ん
だ
」と
感
激
し
、決

ま
っ
て
い
た
内
定
を
キ
ャ
ン
セ
ル
。

犬
に
関
わ
る
仕
事
に
就
く
一
心
で

グ
ル
ー
マ
ー
の
専
門
学
校
に
入
学

し
た
。そ
の
後
独
立
開
業
す
る
も
行

き
詰
ま
り
、渡
米
を
決
め
る
。そ
の

際
に「
ス
ピ
ー
ド
ト
リ
ミ
ン
グ
」と

出
会
い
、帰
国
後
は
機
材
か
ら
手
法

ま
で
全
て
を
更
新
。そ
の
後
は
前
述

の
通
り
至
っ
て
順
調
だ
。

　
福
嶋
社
長
と
商
工
会
議
所
の
出

会
い
は「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
」の
申
請
相
談
で
あ
る
。書
籍

の
出
版
に
合
わ
せ
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
製
作
、展
示
会
で
の
セ
ミ
ナ
ー
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
製
造
販
売
、更

に
は
商
品
の
海
外
展
開
も
視
野
に

入
れ
た
申
請
と
な
っ
た
。補
助
金

申
請
の
支
援
を
行
っ
た
の
は
迫
間

振
興
課
主
事
。新
規
性
と
事
業
の

拡
大
を
思
わ
せ
る
申
請
は
見
事
採

択
。様
々
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
盛
り
込

ん
だ
が
、最
終
的
に
補
助
金
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
製
作
費
用
に
充
て
た
。

「
補
助
金
申
請
に
お
い
て
は
、補
助

事
業
だ
け
で
な
く
、大
き
な
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
、補
助
事
業
が
ど
の

よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
か
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
㈱TA

LL TREE

で
は
夢

の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
リ
ア
ル

に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
と
て

も
や
り
や
す
か
っ
た
で
す
。」今

回
迫
間
主
事
は
そ
の
点
に
焦
点

を
当
て
て
申
請
書
を
仕
上
げ

た
。「
書
き
た
い
こ
と
は
山
の
よ

う
に
あ
る
け
れ
ど
、申
請
に
あ

た
っ
て
抑
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト

を
教
え
て
く
れ
た
こ
と
が
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。」と
福
嶋

社
長
。

　
現
在
で
は
、予
想
以
上
に
セ

ミ
ナ
ー
依
頼
が
増
加
。毎
週
の
よ

う
に
全
国
を
飛
び
回
り
な
が
ら
実

店
舗
を
回
し
て
い
る
。セ
ミ
ナ
ー

の
数
、顧
客
数
、売
上
と
も
に
右
肩

上
が
り
だ
。福
嶋
社
長
は
今
後
の

商
工
会
議
所
と
の
か
か
わ
り
方
に

つ
い
て「
今
後
は
志
し
を
高
く
持
っ

て
お
ら
れ
る
彦
根
市
内
の
異
業
種

の
方
と
交
流
で
き
る
き
っ
か
け
に

し
た
い
で
す
。」と
上
昇
志
向
が
止

ま
ら
な
い
。　
そ
ん
な
福
嶋
社
長

を「
彦
根
市
経
済
界
の
将
来
の
担
い

手
と
し
て
非
常
に
頼
り
が
い
の
あ

る
方
で
す
。我
々
と
し
て
も
彼
女

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、更
に
高
み
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。」

と
迫
間
主
事
。
㈱TA

LL TREE

の
ケ
ー
ス
は
支
援
す
る
側
と
さ
れ

る
側
、事
業
者
と
商
工
会
議
所
の
理

想
的
な
関
わ
り
方
と
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

小規模事業者持続化補助金

経
営
計
画
と
補
助
金

（株）TALL TREE
 彦根市堀町 405-8・TEL.0749-25-3030

福嶋美樹さんの場合

▶ これまで獲得した賞の数々

▶ 福嶋美樹さん ▶ 出版した書籍

http://talltree.jp/

新たに創業（第二創業を含む）を行う者に対して、その創業等に要す
る経費の一部を補助することで、新たな需要や雇用の創出等を促し、
我が国経済を活性化させることを目的とします。

■ 主な対象者
「新たに創業する者」又は「第二創業を行う者」で、個人、中小企業・小規
模事業者等
※中小企業者と連携した事業を行う特定非営利活動法人又は中小企業
者の支援を行うために中小企業者が主体となって設立する特定非営利
活動法人を含む。その他詳細の要件があります。

■ 支援内容・補助額
○対象経費
店舗借入費、設備費、人件費、マーケティング調査費、広報費、旅費、謝金等
○補助上限額200万円（但し、第二創業で、既存事業を廃止する場合

　は、　廃止費用として 800 万円が追加されます。）

○補助率 ２/３

■ 公募期間 募集中～４月28日（木）17時必着
電子申請は４月29日（金）17時締切

■ 補助事業期間 交付決定日から最長で平成28年12月31日まで

■ 本件窓口
創業・第二創業促進補助金事務局  TEL.03-5148-6551

ミラサポ 検索

中小企業・小規模事業
者の

未来（ビジネス）をサ
ポートするサイト!!

創業・第二創業促進補助金

● 開催日時　 2016年10月19日(水) ～ 21日(金)
                      10：00～17：00（ 最終日は16：00まで ）
● 会　　場　 長浜バイオ大学ドーム
● 出 展 料　 標準小間（9㎡）　　 206,000円～
                      Sサイズ小間（4㎡） 103,000円
                      ※Sサイズ小間は予定数に達しましたので、今後は
                      　キャンセル待ちとなります。
● お問合せ    びわ湖環境ビジネスメッセ実行委員会事務局
　　　　　　  TEL：077-528-3793
                      FAX：077-528-4876　
　　　　　　  E-mail：info@biwako-messe.com
http://www.biwako-messe.com/

　びわ湖環境ビジネスメッセ実行委員会では、「環境と経済の両立」を
基本理念に環境産業を振興するため、1998年から毎年「びわ湖環境ビ
ジネスメッセ」を開催しています。
　昨年は、国内外から302企業・団体が出展し、のべ33,080人が来場さ
れました。会場内では活発な商談や技術交流等が繰り広げられ、成果
に直結した「ビジネス主体の環境見本市」となっています。
　19回目となる「びわ湖環境ビジネスメッセ2016」に、環境ビジネス
に取り組んでおられる企業・団体の皆様は、是非ご出展ください。

出展のご案内
日本最大級の環境産業見本市

申込締切日 5/31
2016年

火

BtoBに特化した環境産業総合見本市
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柴
山
桂
太
氏 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

経
済
学
者
。１
９
７
４
年
東
京
都
生
ま
れ
。

京
都
大
学
経
済
学
部
卒
。同
大
学
院
・
人

間
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取

得
退
学
。２
０
０
１
年
滋
賀
大
学
経
済
学

部
に
助
手
と
し
て
赴
任
。そ
の
後
、講
師
、

助
教
授
を
経
て
２
０
１
５
年
４
月
よ
り

京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
准
教

授
。専
門
は
経
済
思
想
、現
代
社
会
論
。

著
書
に『
静
か
な
る
大
恐
慌
』（
集
英
社

新
書
）、共
著
に『
現
代
社
会
論
の
キ
ー

ワ
ー
ド
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）な
ど
。

　
長
期
金
利
が
ゼ
ロ
を
下
回
る
異
例
の
事

態
が
続
い
て
い
る
。３
月
末
の
時
点
で
、

10
年
物
の
国
債
利
回
り
は
マ
イ
ナ
ス
０
・

１
％
、20
年
物
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
３
４
％

と
、過
去
最
低
を
更
新
中
だ
。

　
金
利
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
は
、国
債

保
有
者
は
利
息
を
受
け
取
る
の
で
は
な

く
、逆
に
支
払
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、損
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。そ

れ
で
も
国
債
を
買
う
の
は
、他
に
お
金
の

持
っ
て
行
き
所
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。民

間
に
旺
盛
な
資
金
需
要
が
あ
れ
ば
、国
債

な
ど
買
わ
ず
、銀
行
は
貸
出
を
増
や
す
は

ず
で
あ
る
。金
利
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て

も
国
債
買
い
入
れ
が
止
ま
ら
な
い
と
い
う

こ
と
は
、リ
ス
ク
を
取
っ
て
貸
出
を
増
や

し
て「
大
損
」す
る
よ
り
、リ
ス
ク
の
少
な

い
国
債
で「
小
損
」す
る
ほ
う
が
マ
シ
だ

と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、資
本
主
義
に
と
っ
て
深
刻
な

事
態
で
あ
る
。資
本
主
義
は
、誰
か
が
借

金
し
な
け
れ
ば
回
ら
な
い
仕
組
み
で
あ

る
。普
通
は
企
業
や
家
計
が
借
金
を
し
て
、

設
備
投
資
を
し
た
り
住
宅
を
買
っ
た
り
す

る
。必
要
な
資
金
を
金
融
機
関
が
提
供
し
、

利
息
を
も
ら
う
。こ
れ
が
資
本
主
義
の
健

の
に
と
ど
ま
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。人
口

の
高
齢
化
は
さ
ら
に
進
む
の
で
、家
計
が

借
金
を
増
や
す
見
込
み
も
薄
い
。か
く
し

て
、借
金
で
き
る
の
は
政
府
だ
け
、と
い
う

こ
と
に
な
る
。つ
ま
り
政
府
が
財
政
破
綻

の
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
に
借
金
を
増
や
し
、

民
間
の
資
金
を
吸
収
し
な
い
と
経
済
が
回

ら
な
い
と
い
う
異
例
の
事
態
が
長
期
化
し

そ
う
な
の
だ
。

　
日
本
だ
け
で
起
き
て
い
る
現
象
で
は
な

い
。ア
メ
リ
カ
の
長
期
金
利
は
１
％
台
後

半
、ド
イ
ツ
は
０
・
２
％
と
、先
進
国
は
ど

こ
も
歴
史
的
な
低
水
準
に
あ
る
。資
本
主

義
の
歴
史
で
、長
期
金
利
が
２
％
を
下
回

る
状
態
が
続
い
た
こ
と
は
な
い
。つ
ま
り

資
本
主
義
は
、歴
史
的
に
見
て
前
例
の
な

い
需
要
不
足
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
小
麦
の
価
格
が
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
に
応
じ
て
変
動
す
る
よ
う
に
、金
利
も

資
金
需
要（
投
資
）と
供
給（
貯
蓄
）の
バ

ラ
ン
ス
で
変
化
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。貯
蓄
が
過
剰
な
ら
金
利
は
引
き
下

が
り
、投
資
が
過
大
に
な
れ
ば
金
利
は
上

が
る
。市
場
金
利
の
長
期
低
迷
は
、先
進

国
の
経
済
が
、圧
倒
的
な
貯
蓄
過
剰
・
投

資
不
足
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

　
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
か
。貯
蓄
過
剰
に

な
っ
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
二

つ
。一
つ
は
人
口
の
高
齢
化
だ
。引
退
後

の
生
活
期
間
が
長
く
な
り
、社
会
保
障
の

先
行
き
が
不
透
明
な
こ
と
も
あ
っ
て
防
衛

的
な
貯
蓄
が
増
え
た
。も
う
一
つ
が
、新

興
国
か
ら
の
資
金
流
入
で
あ
る
。新
興
国

の
膨
大
な
貯
蓄
が
、相
対
的
に
安
全
な
先

進
国
の
金
融
市
場
に
流
れ
込
ん
で
、先
進

国
の
過
剰
貯
蓄
状
況
を
さ
ら
に
増
幅
さ
せ

て
い
る
。最
近
の
新
興
国
経
済
の
減
速
で
、

ド
ル
や
円
が
買
わ
れ
て
い
る
の
も
こ
う
し

た
理
由
に
よ
る
。

　
投
資
不
足
の
原
因
と
し
て
、最
近
よ
く

指
摘
さ
れ
る
の
は
経
済
構
造
の
変
化
だ
。

こ
の
二
〇
年
で
、先
進
国
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン（
技
術
革
新
）は
顕
著
に
進
ん
だ
が
、

そ
の
多
く
は
大
型
の
設
備
投
資
を
必
要
と

し
て
い
な
い
。む
し
ろ
、設
備
投
資
の
規

模
を
小
さ
く
す
る
方
向
に
、技
術
が
進
化

し
て
い
る
。例
え
ば
グ
ー
グ
ル
は
、工
場

を
必
要
と
し
て
い
な
い
。ア
マ
ゾ
ン
は
倉

庫
を
必
要
と
す
る
が
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
建
設
ほ
ど
の
設
備
投
資
は
必
要
な

い
。ウ
ー
バ
ー
や
、エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ

ー
な
ど
の
新
興
企
業
も
、新
し
い
設
備
を

必
要
と
す
る
よ
り
、既
存
の
設
備
を
効
率

よ
く
利
用
す
る
方
向
に
収
益
源
を
見
い
だ

そ
う
と
し
て
い
る
。現
在
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は「
資
本
節
約
型
」の
方
向
に
進
ん

で
お
り
、ゆ
え
に
企
業
が
潤
沢
な
資
金
を

抱
え
込
む（
＝
そ
の
分
、株
主
へ
の
高
配
当

を
要
求
さ
れ
る
）構
図
に
な
っ
て
い
る
。

　
ゆ
え
に
、貯
蓄
過
剰
・
投
資
不
足
の
現

状
が
、す
ぐ
に
解
消
さ
れ
る
見
込
み
は
な

い
。歴
史
的
な
低
金
利
は
、ま
だ
ま
だ
続

く
と
い
う
こ
と
だ
。ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
ロ

ー
レ
ン
ス
・
サ
マ
ー
ズ
教
授
は
、こ
の
状

態
を「
長
期
停
滞（
セ
キ
ュ
ラ
ー
・
ス
タ
グ

ネ
ー
シ
ョ
ン
）」と
呼
ぶ
。日
本
は
九
〇
年

代
か
ら
、欧
米
も
二
〇
〇
〇
年
代
に
は「
長

期
停
滞
」に
入
っ
た
と
い
う
の
が
サ
マ
ー

ズ
教
授
の
推
測
だ
。

　
こ
の
議
論
が
正
し
い
と
、何
が
言
え
る

の
か
。ま
ず
、金
融
政
策
の
効
果
は
な
い
。

投
資
需
要
が
な
い
の
に
、金
利
を
引
き
下

げ
て
も
何
も
起
こ
ら
な
い
か
ら
だ
。株
や

不
動
産
な
ど
の
価
格
上
昇
に
火
が
付
け

ば
、家
計
部
門
の
資
金
需
要
は
増
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
、こ
れ
は
結
局
、バ
ブ
ル
を

起
こ
す
と
い
う
に
等
し
い
。こ
れ
は
最
近

の
欧
米
で
起
き
た
こ
と
で
あ
る
。つ
ま
り

二
〇
〇
〇
年
代
の
欧
米
で
起
き
た
住
宅
バ

ブ
ル
は
、経
済
が「
長
期
停
滞
」に
入
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、金
融
政
策（
低
金
利
政

策
）に
依
存
し
続
け
た
こ
と
に
原
因
が
あ

る
、と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
万
能
論
に
も

疑
問
符
が
付
く
。個
別
企
業
が
生
き
残
る

た
め
に
は
、技
術
革
新
を
続
け
て
収
益
を

上
げ
て
い
く
し
か
な
い
が
、現
代
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は「
資
本
節
約
型
」の
方
向

に
進
ん
で
い
る
た
め
、マ
ク
ロ
経
済
全
体

で
見
る
と
資
金
需
要
は
増
え
て
い
か
な

い
。自
動
車
や
家
電
の
よ
う
に
、大
型
の

設
備
投
資
を
必
要
と
す
る
産
業
が
経
済
の

中
心
を
担
っ
て
い
た
時
代
と
違
い
、現
在

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
、投
資
は
ダ
ウ
ン
サ
イ
ズ
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
か
ら
だ
。

　
金
融
政
策
も
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促

進
す
る
構
造
改
革
も「
長
期
停
滞
」を
打

破
す
る
力
を
持
た
な
い
と
す
れ
ば
、残
る

は
財
政
政
策
の
み
と
な
る
。民
間
の
資
金

需
要
が
そ
う
簡
単
に
増
え
な
い
以
上
、政

府
が
率
先
し
て
借
金
を
増
や
し
て
、投
資

を
行
う
以
外
に
今
の
過
剰
貯
蓄
・
投
資
不

足
を
解
消
す
る
道
が
な
い
の
だ
。

　
た
だ
し
政
府
投
資
の
拡
大
は
、世
界
規

模
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。先
進

国
が
拡
張
的
財
政
を
取
っ
て
も
、新
興
国

が
足
踏
み
を
す
る
と
、資
金
流
入
が
加
速

し
て
先
進
国
の
過
剰
貯
蓄
状
況
は
改
善
さ

れ
な
い
か
ら
だ
。つ
ま
り
米
欧
日
が
音
頭

を
取
っ
て
、新
興
国
を
巻
き
込
ん
で
一
斉

に
政
府
投
資
を
拡
充
さ
せ
て
い
く
と
い
う

方
向
に
進
ま
な
い
限
り
、「
長
期
停
滞
」は

打
破
で
き
な
い
。こ
れ
が
サ
マ
ー
ズ
教
授

の
提
案
で
あ
る
。

　
私
も
、歴
史
は
そ
の
方
向
に
進
む
だ
ろ

う
と
思
う
。今
は
緊
縮
財
政
が
言
わ
れ
て

い
る
が
、早
晩
、政
府
投
資
を
大
幅
に
拡
充

す
る
方
向
に
活
路
を
見
い
だ
す
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。欧
州
や
日
本
で
始
ま
っ
た
マ

イ
ナ
ス
金
利
は
、歴
史
が
そ
の
方
向
に
進

み
つ
つ
あ
る
こ
と
の
合
図
で
は
な
い
か
。

ア
メ
リ
カ
も
、次
の
景
気
後
退
が
始
ま
れ

ば
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
踏
み
切
ら
ざ
る

を
え
な
い
だ
ろ
う
。国
債
金
利
が
マ
イ
ナ

ス
に
な
れ
ば
、政
府
投
資
の
拡
張
余
地
は

大
き
く
な
る
。そ
れ
以
外
に
活
路
を
見
い

だ
せ
な
い
ほ
ど
、資
本
主
義
の
行
き
詰
ま

り
は
深
刻
だ
。

　
問
題
は
、政
府
が
何
に
投
資
す
べ
き
か
、

で
あ
る
。民
間
投
資
の
呼
び
水
と
な
る
よ

う
な
投
資
の
余
地
は
、今
の
先
進
国
の
ど

こ
に
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。答
え

は
、ま
だ
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。交
通
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
イ
ン
フ
ラ
な
の
か
。人
材
や

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
の
か
。あ
る
い
は（
過

去
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
）軍
事
に
活

路
を
見
い
だ
す
こ
と
に
な
る
の
か
。い
ず

れ
に
せ
よ
、「
長
期
停
滞
」の
時
代
は
、ま
だ

当
分
続
き
そ
う
で
あ
る
。

柴
山
桂
太
氏 

連
載

経
済
気
象
台

全
な
姿
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
現
在
は
、企
業
も
家
計
も
積

極
的
に
借
金
を
し
よ
う
と
し
な
い
。将
来

的
な
収
益
が
期
待
で
き
な
い
状
況
で
は
、

企
業
は
借
金
を
増
や
し
て
ま
で
設
備
投
資

を
し
よ
う
と
は
考
え
な
い
。人
口
の
高
齢

化
が
進
み
、所
得
の
伸
び
も
期
待
で
き
な

い
昨
今
は
、住
宅
の
よ
う
な
大
き
な
買
い

物
に
家
計
は
二
の
足
を
踏
む
。お
金
を
使

う
ど
こ
ろ
か
、む
し
ろ
将
来
の
リ
ス
ク
に

備
え
て
貯
め
込
む
と
い
う
の
が
最
近
の
傾

向
だ
。

　
そ
の
結
果
、借
金
を
増
や
す
の
は
政
府

だ
け
に
な
っ
て
い
る
。民
間
の
貯
蓄
が
金

融
機
関
に
集
ま
り
、金
融
機
関
が
国
債
を

買
っ
て
わ
ず
か
な
利
息
を
受
け
取
る
、と

い
う
異
常
状
態
が
続
い
て
い
る
の
だ
。そ

の
上
、国
債
金
利
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と

何
が
起
こ
る
か
。

　
国
債
を
買
っ
て
も
儲
か
ら
な
い
と
な
っ

た
金
融
機
関
は
、企
業
や
家
計
へ
の
貸
出

を
増
や
す
こ
と
を
考
え
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、民
間
の
資
金
需
要
は
急
に
増

え
な
い
。国
内
に
大
型
設
備
投
資
を
行
っ

た
シ
ャ
ー
プ
が
あ
っ
と
い
う
間
に
倒
産
危

機
に
陥
っ
た
現
状
を
見
て
も
、リ
ス
ク
の

大
き
さ
は
明
ら
か
だ
。国
内
生
産
に
こ
だ

わ
っ
た
シ
ャ
ー
プ
は
、堺
市
の
液
晶
パ
ネ

ル
工
場
へ
の
大
型
投
資
が
仇
と
な
っ
て
損

失
を
膨
ら
ま
せ
、今
や
台
湾
の
鴻
海
に
事

業
丸
ご
と
買
収
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い

る
。こ
の
苦
境
を
見
て
も
な
お
、国
内
投

資
を
増
や
す
企
業
は
少
数
に
と
ど
ま
る
だ

ろ
う
。

　
昨
今
の
円
安
で
、生
産
拠
点
を
国
内
に

戻
す
動
き
も
あ
る
。し
か
し
、い
つ
ま
た

円
高
に
戻
る
か
分
か
ら
な
い
為
替
相
場
の

不
安
定
さ
や
、深
刻
な
人
手
不
足
を
考
え

る
と
、国
内
回
帰
の
動
き
は
限
定
的
な
も

「
長
期
停
滞
」
に
ど
う
向
き
合
う
か
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地域経済データ

湖東地域の景況感は“もちあい”に回復も
先行きには不透明感 しがぎん経済文化センター「滋賀県内企業動向調査」より

　（株）滋賀銀行のシンクタンクである㈱しがぎん経済文化セン
タ－では、四半期ごとに「滋賀県内企業動向調査」を実施してい
る。今回「2016年第１四半期（１－３月期）」の調査では、935社
を対象に356社からの回答を得た。このうち、湖東地域（彦根市・
愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町）からの回答は40社だった。
 

景況感は、“もちあい”に回復
　今回の調査期間（2016年１－３月期）での湖東地域の自社の
業況判断ＤＩは±０だった。前回（15年10－12月期：－２）から
２ポイント上昇し、４四半期振りに「悪い」が「良い」を上回るマイ
ナス水準から“もちあい”に回復した。県全体（－16）との比較で
は、16ポイント上回った。
　「良い」理由としては、「受注のホイスト・クレーン点検、製品販
売が増えた」（その他非製造業）、「受注堅調、対前年増加」（繊
維）、「公共工事、年度末事業の受注増」（建設）などの意見が見ら
れた。一方で「暖冬の影響で季節用品の売上が低迷している」（小
売）、「建機業界はじめ中国、新興国向け需要の激減」（鉄鋼）、「消
費増税反動減、市場の変化、売上単価の下落等により、前期売上
が18.5％減少、今もこの下落傾向は続いている」（木材・木製品）
など、厳しい意見もあった。
　３カ月後は10ポイント低下の－10と再び悪化し、マイナス水準
になる見通しを示した（図表１）。

湖東を除く全地域でマイナス
　県内を地域別でみると、前回との比較で、回復した地域は湖東
のみで、他の地域は全てマイナス水準となった。前回プラス水準
に回復した東近江（＋５→－２）が再びマイナス水準へ、前回もち
あいまで回復した湖西（±０→－11）も再びマイナス水準となっ
た。
　湖南（1→－１→-21）、甲賀（－16→－18→－26）、湖北（-11→－
20→－32）では３四半期連続で景況感が悪化し、厳しい状況が
続いている（図表２）。
　３カ月後は、県全体（－16→－17）ではやや悪化する見通しと
なった。地域別では、大津（－７→±０）がもちあいに回復する見
通し、甲賀（－26→－24）、湖北（－32→－21）、湖西（－11→－５）

がやや改善する見通しであるが、湖南（－21→－24）、東近江（－
２→－17）、湖東（±０→－10）は悪化する見通しとなった。
　
売上DI改善も先行きは不透明
　湖東地域のその他のＤＩ項目をみると、売上ＤＩは＋５と前
回（－２）から７ポイント改善しプラス水準に回復した。見通し
は－13と一転、悪化の見通しとなった。販売価格は前回（－
10）から大きく上昇し＋３となった。また、仕入価格は大幅に
低下（＋38→＋５）したが、経常利益は２ポイントの改善の－
10に留まった。３か月後は、販売価格、仕入価格、経常利益と
も厳しい状況が続く見通しだ。
　製・商品の在庫は前回（＋８）から３ポイント低下の＋５とな
り、過剰感が弱まった。生産・営業用設備は前回（－５）から
３ポイント低下の－８となった。雇用人員は前回（－38）から
＋15ポイント上昇し－23と不足感が弱まったものの低水準に
ある。県全体（－16）と比較し、湖東地域は雇用人員の不足感
が強いようだ（図表３）。
　
設備投資実施は５割強
　今回の調査期間（１－３月期）内に設備投資を実施した（する
予定）の企業の割合は、湖東地域では52.5％で、県全体
（53.2％）をやや下回った。前回調査（15年10－12月期）では
64.3％で県内では最も高かったが、今回は低下した（図表４）。
　設備投資実施予定（未確定を含む）の主な内容をみると、
「生産・営業用設備の更新」「生産・営業用設備の新規導入」
「車両の購入」（36.0％）が同率でトップ。次いで、「建物の増改
築」（32.0％）となった。県全体と比べると「生産・営業用設備
の更新」は低いが、「生産・営業用設備の新規導入」「車両の購
入」「建物の増改築」は上回った（図表５）。
なお、来期（16年４－６月）に設備投資を実施する企業の割合
は、湖東地域では51.3％と低下するが、県全体（42.3％）を大
きく上回り、県内で最も高くなる見通しだ（図表４）。
　
今後の設備投資の方針・・・「拡大」は３割
　「今後の設備投資の方針」についてたずねたところ、湖東地
域36社のうち、「需要動向によるが、基本的に拡大する」
（25.0％）は県内で最も高い割合となった。また、「拡大する」
（5.6％）を合わせた“拡大する”方針は30.6％と、県内平均
（21.6％：積極拡大3.3％、基本的に拡大18.3％）を上回って
県内トップであった。一方、「抑制する」「基本的に抑制する」を
合計した“抑制する”方針は27.8％となり、「拡大」が「抑制」を
上回った。「拡大」が上回ったのは湖東地域を含めて３地域（図
表６）。
　湖東地域の傾向としては、今後の需要動向を見極めながら
基本的には堅実に設備投資を実施していく方針の企業が比較
的多いと思われる。　　（寄稿：㈱しがぎん経済文化センタ－）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

売上 （増加－減少） 4 - 5 - 2 5 -10 -13

経常利益 （増加－減少） - 2 - 7 -12 -10 -12 -18

製・商品の在庫 （過大－不足） 12 - 2 8 5 - 5 - 5

販売価格 （上昇－下落） - 9 0 -10 3 - 8 0

仕入価格 （上昇－下落） 35 26 38 5 23 13

生産・営業用設備（過剰－不足） - 5 - 5 - 5 - 8 5 0

（過剰－不足） -27 -25 -38 -23 -34 -23
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【分析方法】
ＤＩ（ディフュージョン・インデックス）
・質問の「プラスの選択肢（良い・増加・過剰・上昇）の回答割合」から「マイ
ナスの選択肢（悪い・減少・不足）の回答割合」を引いた指数。
・各項目の水準や方向性を示す。

図表３  その他のDI項目（湖東地域）

図表５  設備投資の主な内容（複数回答）

図表６  設備投資の今後の方針

図表４  設備投資を実施する予定の企業の割合（地域別）

図表１  自社の業況判断D Iの推移（湖東地域）

図表２  自社の業況判断DI（地域別）

項目
15年
4-6月期

16年
1-3月期
今回（※）

7-9月期 7-9月期
見通し

10-12月期
前回

雇用人員

(  　　)

(  　　)
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10：30～11：00／13：30～14：00  彦根城本丸（天守前）
15：00～15：30  彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

4月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

開催日：４月１４日（木）午後 ご予約は随時電話受付中

4 月 イ ベ ン ト ガ イ ド 新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461
【協力事業】大阪音楽大学出張講座
オペラ物知り講座inひこねvol.9
オペラ「コシ・ファン・
トゥッテ」ハイライト 
～女はみんなこうしたもの～
▶４／17（日）
開場 13：30 開演 14：00
▶ひこね市文化プラザ エコーホール
▶料金（全席自由/税込）
　一般 2,000円／友の会 1,800円
　※当日各500円増

ナポリを舞台に繰り広げ
サンア（。話おの人恋と妹姉人美るれら

ンブルオペラ）女性の貞節を試すため
に2組のカップルが恋人を交換すると
いう恋愛喜劇。お話・構成 中村敬一

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　http://bunpla.jp

Grill de Griller
（グリルでグリラー）
▶4／ 19（火）10：30～12：30
〈申込締切日：4／12（火）〉
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費 無料
▶定員：8名（応募多数の場合抽選、初
　回の方に限ります）

MENU ・鮭と野菜のホイル焼き・ガス火で
炊いたごはん・くるみのブラウニー・紅茶

お魚を焼くだけでなく、デザートも作れ
ちゃう！ガスコンロのグリル活用術を
ご紹介♪Siセンサーコンロの体験をし
ていただく内容となっています。

FAXにてお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone/

【共催事業】
エコーメモリアル・チェ

テーマ展「近江ゆかり
の工匠～刀工・鐔師・
鉄砲鍛冶～」
▶開催中～4／12（火）
8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
近江の地では古くから刀や鉄砲の工人
が活躍してきました。中には彦根を拠
点に活動し、全国的に名を知られた名
工もいます。本展では、館蔵品の中か
ら、近江ゆかりの工匠が制作した刀や
鐔（つば）、鉄砲などの武具を、江戸時
代の作品を中心に紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

ご城下にぎわい市
▶開催中～５／8（日）
　9：00～17：00
▶金亀児童公園
近江牛や湖魚の佃煮、和菓子、地酒、ひこ
にゃんグッズなど“Made in HIKONE”が
大集合。特産品や土産物が所狭しと並び
ます。花満開のお城巡りの後は、とってお
きの彦根土産を見つけてみては？

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com/

彦根城桜まつり
＆夜桜のライトアップ
▶開催中～20（水）
※桜の開花状況により変動する可能性あり
▶彦根城一帯
▶ライトアップ実施時間 日没～21：00
▶ライトアップ実施場所
　彦根城内堀沿い（玄宮園前～表門
　橋～大手橋・京橋口）

春になると彦根城を中心に約1,200本
の桜が咲き、お城は1年で一番美しい季
節を迎えます。満開の時期は、例年４月
８日前後。夜は内堀を中心にライトアッ
プが楽しめます。

彦根観光センター TEL.23-0033
http://www.hikoneshi.com/

花しょうぶ通り
     ナイトバザール
▶4／９（土）17：00～（雨天決行）
▶花しょうぶ通り商店街
“１００円で買える幸せ”恒例のナイトバ
ザール

花しょうぶ通り商店街（振）
TEL.22-1026（いと半老舗）

第59回彦根写真連盟展
▶4／14（木）～17（日）
10：00～17：00（最終日16：00まで）
▶彦根市民会館ギャラリー
▶入場  無料
彦根市春の文化祭協賛行事
彦根写真連盟　TEL.22-1869

テーマ展「民窯湖東焼の
彩り～絵付師自然斎～」
▶４／15（金）～５／17（火）
8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
湖東焼は、江戸時代後期に彦根の民間
で始められたやきものです。その窯は後
に彦根藩の藩窯となり、数々の優品が生
み出されました。自然斎は、藩窯の白素地
を仕入れて上絵付を行った人物で、民窯
湖東焼を代表する絵付師です。本展で
は、自然斎の作品を一挙に公開し、闊達
な筆運びや鮮やかな色遣いによって生み
出された表現の魅力を紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

ひこねで朝市
▶4／17（日）８：００～１２：００
▶護国神社

ンバー・オーケストラ
2016～格調高く～
▶4／23（土）・24（日）
開場 13：00 開演 14：00
▶ひこね市文化プラザ エコーホール
▶料金（全席自由/税込）
　一般 3,000円
　大学生以下 1,500円
高齢者・障がい者・友の会 2,700円
※当日各500円増
　※公演ごとにチケットが必要です。
　※未就学児は入場いただけません。
文化プラザの開館と共に結成された室
内オーケストラ。今年は彦根で二日間
開催し、彦根出身のソプラノ・田島茂代
さんも出演します。13：30よりロビーコ
ンサート、終演後はロビーにてお客様と
メンバーの交流会も行います。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp　

彦根鉄砲隊 演武
▶５／3（火・祝）
１回目 11：00～／２回目 12：00～
▶彦根城博物館前土手
彦根商工会議所青年部古式銃研究会
「彦根鉄砲隊」による稲富流砲術の披
露。赤よろい姿での演武は迫力満点。

彦根商工会議所青年部 TEL.22-4551
http://www.hikone-cci.or.jp

チケット
発売中！

チケット
発売中！

mamalabo（ママラボ）
～ワークショップフェスタ～
出店者募集！
▶5／15（日）10：00～14：00
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
ママたちが開くワークショップ＆ハンド
メイドの体験型イベント。
出店者様も募集しています。（出店料：
無料、募集区画：１０区画、ママさん以
外の方も出店できます。随時、受付しま
すのでお問い合わせください。）

大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
       showroom/dilipa_hikone

（雨天中止）

H C C I .  p r e m i u m  s t o r y ⑩

多賀大社 古例大祭 

多賀大社は、伊邪那岐命（イ
ザナギノミコト）・伊邪那美命
（イザナミノミコト）の2柱を祀

まし親で名の」んさ賀多お「、り
れる滋賀県第一の大社である。
この2柱の神は、我国の国土、
続いて天照大神をはじめとす
る八百万（やおよろず）の神々
をお産みになった。「お伊勢参
らばお多賀に参れお伊勢お多
賀の子でござる。お伊勢七度 
熊野へ三度、お多賀さまには月
参り」と古くから謡われ、延命
長寿、縁結び、厄除けの霊神と
して信仰を集めている。
712年に撰上された日本最
古の書物『古事記』に「伊邪那
岐大神は多賀にまします」と記
され、多賀大社は1300年余の
歴史をもつ。本殿を取り囲むよ
うに15の神様の社があり、学
業成就、結婚請願、子授け、安
産、商売繁盛、家内安全、防火
など、人の一生にまつわる御神
徳を多賀大社で祈願し授かる
ことができる。

）日22月4年毎（」祭大例古「
は、明治以降の正式名称で、そ
れ以前は「四月御神事」、或い
は単に「祭礼」と称した多賀大
社の最重要神事だ。

　古記録の初見は鎌倉時代、
文永6年（1268）の「両六波
羅探題連署下知状」だが、お
そらく祭礼の起源は王朝時代
にあると推測されている。
　古文書によると祭使と馬上
役という２人の大祭の主役が
一年毎に定められ勤仕し、祭使
は、多賀氏と河瀬氏という御家
人層から交代で務め、馬上役
は犬上東西両郡内の郷民の中
から指名された。時代の流れ
と共に変遷し、現在も祭使は
御使殿（おつかいでん）と称し
て多賀町内から、馬上役は馬頭
人（ばとうにん）と称し、犬上
郡と彦根市（旧犬上郡）から選
出される。
　１月３日神前で差定式を行
い、その後、御使殿と馬頭人は
それぞれ古例による神事を積
み重ねて4月22日の大祭に奉
仕することになる。
　2016年の馬頭人は彦根商
工会議所常議員清水克己氏
（株式会社清水鐵工所 代表取
締役）が務める。
　古例大祭当日は、午前８時
30分から大祭を斎行し、午前
10時には列次を整えてお渡り
が出発する。その列次は、馬頭

栗栖の辺りで体調を崩し「くる
しい」と漏らした。これが来栖
の地名となった。そして、ここ
に体調を調えるため宮をつくり
暫く一休みになったのが、調宮
である。
　調宮神社の境内には桂の大
木があり、祭礼に渡御した神輿
鳳輦（ほうれん）に桂の小枝を
飾ることになっている。
　そして、尼子の「打ち込みの
馬場（打籠の馬場）」において、
御使殿と馬頭人に宮司からこ
の桂の小枝を渡す儀式を行う
が、これを「富の木渡し」とい
う。豊饒のご神徳のこもった小
枝を授けるという意味があると
されている。午後３時半、馬場
から揃って本社に出発する。こ
れがいわゆる「本渡り」と呼ば
れるもので、古例大祭の最大の
見どころとなる。
　ご神徳を馬頭人と御使殿を
通じて広く人々にいただかせて
くださる神威更新の伝統神事
は、１年の断絶もなく今日に受
け継がれている。

人、御使殿を中心に、氏子や崇
敬者の騎馬供奉40数頭、御神
輿や御鳳輦の供奉者など実に
500名に及ぶ行列となる。「行
列は壮麗宏大で、公家風、武家
風が混合調和し、馬頭人は当日
だけ四位に準じての衣冠をつ
け、10万石の諸侯並みの行列

賀多『（」るす仕奉に事神て以を
大社の御使殿』西村為示・
1959）といわれている。
　行列は始め、栗栖（くるす）
の「調宮（ととのみや）」に向か
うが、馬頭人と御使殿は別途、
犬上川の下流に向かい、賓台
（ひんだい）と呼ばれる河原に
おいて御弊合わせの儀式を行
った後、午後２時頃、本社前に
て行列に合流し、尼子の打籠馬
場において、ここで「富ノ木渡
し式」という儀式を行う。
　来栖の調宮神社を御旅所と
する理由として次の話が伝わ
る。
　国産みを行った伊邪那岐命
は、多くの神を産んだ後、息子
神である須佐之男命の横暴ぶ
りに愛想を尽かし、高天原から
地上へ降りてきた。その時、伊
邪那岐命は、まず、杉坂山に降
り立ち、山道を下っていたが、

参考　 大賀多「（』号三第巻三第承伝と会社『
社の御使殿」西村為示・1959）／ 伝と会社『

村西（」人頭馬の社大賀多「（』号四第巻三第承
為示・1959） 委纂編仰信賀多（』仰信賀多『／
員会・1986）／多賀大社websete「古例大祭」

写真:古例大祭（2009年）



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2016年4月30日まで
お線香 ３割引

和の灯りで心の安らぎを
仏事はもちろんのこと、暮ら
しの中でお使いいただける和
ろうそくを幅広く取り扱って
おります。伝統工芸品である
和ろうそくや貴重なお香に興
味のある方はぜひお立ち寄り
ください。

彦根市河原３丁目２-２４・Tel.０７４９-２6-2106
営業時間 9：0０～19：0０・無休・来店前要予約

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。蠟喜商店和蠟燭

蠟喜商店和蠟燭

洋ローソク・線香・焼香一式

有効期限2016年4月30日まで 有効期限2016年4月30日まで

有効期限2016年4月30日まで 有効期限2016年4月30日まで 有効期限2016年4月30日まで

※楽器本体は対象外です。

・２時間以上のご利用でスタジオ料金１０％off
・アクセサリー1,０００円以上の買い物で５％off

彦根市中央町6-11・1階／TEL.0749-20-6989
営業12：00～21：00／定休日 水曜日

●各種楽器販売
ギター、ベース、ドラム、アンプ、エフェ
クター、ウクレレ、関連アイテムなどを
取り揃えています。
●店頭リペア対応可
リペアマン常駐！即日対応可！
改造や調整のご相談も承ります。
●練習スタジオ完備
モニタリングにこだわった練習スタジ
オを設置。低価格レコーディングにも
今後対応予定です。

ラグジュアリーな落ち着いた空間で、世界の銘酒と
カクテル、シガーを楽しめる彦根のホテルバー。
歴史好きのオーナーが創作する彦根ゆかりの武将を
イメージしたオリジナルカクテルは要チェック。
「スタンダードのものではなく自分なりにアレンジ
を加え、より美味しいものを作るように心がけてい
る」とカクテルには自信満々。個室もあり、いろいろ
なニーズに応えてもらえるのも嬉しい。また、滋賀
県では珍しい「シガー」が楽しめるのも、この店なら
では。日常の喧騒を離れ、至福の時間をどうぞ。

・楽器修理致しますのでなんでもご相談くだ
さい。（ギター、ベース、アンプ各種、管楽器等）
・スタジオレンタル1,800円／ｈ～

彦根市本町２-１-６／tel.0749‐27‐5025 /火曜日定休
営業時間 11：00～14：30／17：00～20：00（L.O.）

彦根市旭町9-14 ホテルサンルート１F
TEL・FAX 0749-22-7071／営業時間 18：00～25：00／無休

炭火焼き国産
うなぎ専門店 

●うなぎ丼 1,900円～ ●ひつまぶし2,800円～

M
A
P

うなぎや源内
お食事の方 デザートサービス

お1人様１枚のご利用と

させていただきます

加盟店／有限会社ガーディアン・ズ
オフィスコンビニ彦根店
0120-40-0064

オフィスの中に“Ｍｙコンビニ”をオフィスの中に“Ｍｙコンビニ”を
オフィスコンビニのココがイイ!!
● 毎日のドリンク代、コストダウン
● 好みに合わせて選べる商品
● 欲しい時にすぐそこに
● 契約書不要の簡単申込み
● 定期的な訪問で補充も万全
● 面倒な管理も一切不要

ドリンク
50円～

お菓子・カップラーメン
100円～

料金は飲んだ分だけ！全て格安

新規設置の方限定
50円ドリンク10本サービス!!
※他のクーポン券との併用はできません。

◎Table Carge( 席料）  500円 
Standard Cocktail／スタンダード カクテル  850円～
Draft Beer／樽生ビール（レギュラークラス）   650円～
Whisky／ウイスキー  800円～

お1人様１枚のご利用とさせていただきます。

ご飲食代5％割引

映像・音響・情報通信システム設計施工　　人にやさしいシステムつくりをモットーに

 本社  〒522-0033 滋賀県彦根市芹川町 593-1     
　　　TEL 0749-22-7903 FAX 0749-23-8202 

京都営業所　〒600-8141 京都市下京区西木屋町通七条上る新日吉町124-3
             　 TEL 075-353-5637　FAX 075-352-2801

 http://www.akebono-tokki.com

非常･業務放送・音響システム 防犯カメラシステム

プロジェクター・AVシステム 画像伝送・TV会議システム

学校・文化ホールなど、あら
ゆる場所において放送設備が
利用されています。また、万
一の災害に備えて非常放送設
備の設置が必要です。当社で
は信頼性のある最新の機器と
確かな技術で提案・設計させ
ていただきます。

鮮明な映像と聴きやすい音響により、PCプレゼンテーションや
ビデオ上映などより簡単な操作で運営できるよう、お客様の声を
反映させながらシステムを構築いたします。

高画質な動画や静止画で多地点プレゼンテーションや会議、遠隔
教育など様々な用途で活用できます。世界中の会議室がネット
でつながります。

ブロードバンドの急速な普及
により、活躍の場が拡大しつ
つあるネットワークカメラ。
さまざまな分野での利用が
増えてきています。

NAVI検定試験

お問合わせ・お申込み　彦根商工会議所
tel.22-4551  http://www.hikone-cci.or.jp

日商簿記

申込方法
［窓口］４月4日（月）～５月13日（金）の期間中
に当所まで（受付：土日・祝日を除く平日８時
30分～17時15分）
［WEB］上記同期間中、当所ホームページより
申込み可。詳細はホームページをご覧ください。
（申込受付期間のみフォームがＨＰ上に掲載さ
れます。）

企業が求める資格第１位!!

日　時　６月12日（日）
           午前９時～　　（１・３級）
           午後１時30分～（２・４級）
場　所　彦根商工会議所
受験料　１級 7,710円・２級4,630円
　　　　３級 2,570円・４級1,640円

申込方法　　　
４月18日（月）～５月26日（木）の期間中に当所まで
（受付：土日・祝日を除く平日８：30～17：15）

記憶力や集中力がアップ！学力向上の効果も

日　時　６月26日（日）
           午前 ９ 時～（珠算・段位珠算の部）
           午前10時～（暗算・段位暗算の部）
場　所　彦根商工会議所
受験料 １級2,100円・２級1,570円
 ３級1,360円・４～６級940円
 ７～ 10級840円
 〔暗算〕１～ 10級840円
 〔段位〕 珠算・暗算両方2,620円
 　　　　※珠算のみ2,260円、
                  　　　　  暗算のみ1,130円

珠算能力・暗算・段位認定
医療・福祉・建築関係で役立つ
住環境のアドバイザー

日　時　７月10日（日）
　　　　午前10時～（３級）
　　　　午後１時30分～（２級）
場　所　彦根勤労福祉会館（彦根市大東町４-28）
受験料　２級6,480円・３級4,320円

福祉住環境コーディネーター２・３級

今こそ。
地力をつけて、
ビジネスに
活力を。

〔WEB登録〕 http://www.kentei.org/
〔電話登録〕東京商工会議所検定センター
　　　　  tel.03-3989-0777
　　　　　　　    （土日・祝日を除く平日10：00～18：00）

※当所の窓口では受付できません。

申込登録期間 ４月26日（火）～５月27日（金）
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